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第 ３ 日 

 

１．令和元年６月12日午前10時00分招集 

２．令和元年６月12日午前10時00分開会 

３．令和元年６月12日午後 時 分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 和水町議会議場 

６．本日の応招議員は次のとおりである。（12名） 

  １番 荒 木 宏 太     ２番 白 木   淳     ３番 齊 木 幸 男 

  ４番 坂 本 敏 彦     ５番 竹 下 周 三     ６番 髙 木 洋一郎 

  ７番 秋 丸 要 一     ８番 松 村 慶 次     ９番 庄 山 忠 文 

  10番 池 田 龍之介     11番 森   潤一郎     12番 蒲 池 恭 一 

７．本日の不応招議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

８．本日の出席議員は応招議員と同じである。 

９．本日の欠席議員は不応招議員と同じである。 

10．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

  事 務 局 長   中 嶋 光 浩      書 記   北 原   望 

11．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

  町 長   髙 巢 泰       副 町 長   松 尾 栄 喜 

  教 育 長   岡 本 貞 三      総 務 課 長   上 原 真 二 

  総合支所長兼農林振興課長   冨 下 健 次      会 計 管 理 者   泉   法 子 

  まちづくり推進課長   石 原 康 司      税務住民課長   髙 木 浩 昭 

  健康福祉課長   坂 口 圭 介      商工観光課長   大 山 和 説 

  建 設 課 長   中 嶋 啓 晴      住 民 課 長   有 働 和 明 

  農業委員会事務局長   松 尾   修      学校教育課長   下 津 隆 晴 

  社会教育課長   前 渕 康 彦      町立病院事務部長   池 上 圭 造 

  特別養護老人ホーム施設長   樋 口 幸 広 

12．議事日程 

  日程第１ 一般質問 

 

開議 午前10時00分 

○議長（蒲池恭一君） 起立願います。おはようございます。 

  （おはようございます。） 

 御着席ください。 
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 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

 日程第１ 一般質問 

○議長（蒲池恭一君） 日程第１、一般質問を行います。本日は４人の議員に一般質問通告一覧

表の順番によって発言を許します。 

 なお、質問、答弁については一問一答方式とし、質問及び答弁は項目ごとに行い、第一答弁に

ついては登壇して行うことといたします。質問者は最初の１項目すべてを登壇して行い、再質問

は細分された事項について一問一答で行います。第二項目からの質問は質問席から行います。時

間は、執行部答弁を含めて60分以内といたします。 

 最初に、森議員の発言を許します。 

  11番 森 君 

○11番（森 潤一郎君） 皆さん、改めましておはようございます。11番議員の森でございます。

一般質問通告書に従い、２点ほど質問の通告をしております。執行部におかれましては、簡潔明

瞭にお答えをいただきたいと思います。なお、お忙しい中にあって、傍聴いただいております町

民の皆様に感謝申し上げたいと思います。 

 さて、いだてん金栗四三大河ドラマＮＨＫ放送が１月より始まり、金栗四三生家ミュージアム

の来訪者数は、当初の予想をはるかに上回り、好調な出足となっております。誠に喜ばしい限り

で、関係者の努力に敬意を表しますとともに、心より感謝するものであります。 

 ただ、増加した来町者が、我が町の活性化や経済的効果にどれだけの影響を与えているのか、

非常に興味のあるところであります。まだ、昨日の、あるいは10日の執行部説明の中にも、途中

経過での報告はあっておりますけど、まだ１年単位の報告は出ておりません。これから非常に興

味のあるところであろうかと思います。 

 また、来年は東京オリンピックの年であり、聖火リレーの熊本県内コースに我が町を通ること

が決定をいたしました。私も何とか金栗四三生家の近辺をコースに選ばれるならばありがたいも

のだというふうに思っております。 

 今年、来年は金栗四三翁のおかげで我が町の宣伝効果が大きく出てきておりますが、このこと

が一過性に終わることなく、常に町外に向けた情報発信ができるように努力することが大事なこ

とだと思っております。 

 さて、今年も５月の連休の時期に、肥後民家村内において里山美術展が開催されましたので、

私も例年足を伸ばしておりますけど、今年もまた、公園内にある多くの施設の内を回ってみまし

た。最近感じることは、いくつかの事業が消えたり、あるいはひところのにぎわいを見せなくな

っているような感じがいたします。出会った何名かの人に話を試みてみましたところ、ほとんど

の方が町外の人で、こんな閑静で素晴らしい所はなかなかありませんよ。と、絶賛の声をいただ

いた方が大変多ございました。 
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 肥後民家村の管理の仕方、あるいは売り方の大変さはあろうかと思います。おいでいただいて

いるお客様が絶賛される肥後民家村は、大切な維持管理の必要性を感じたところであります。 

 そこで、質問に入りたいと思います。１番の観光振興対策について。⑴本町の船山古墳、肥後

民家村一帯の入館状況や管理状況の現状をどのように認識しているか。⑵商工観光課では、その

向上対策をどのように議論し、具体的対策をどのように講じていく考えであるかお尋ねをします。

⑶歴史民俗資料館の移転の考えはないのか。以上３点、執行部におかれましては簡潔明瞭にお答

えをいただきたいと思います。あとは質問席のほうからお尋ねをしていきたいというふうに思い

ます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 皆さん、おはようございます。本日は多くの方に傍聴に来ていただき、

誠にありがとうございます。 

 ただ今、森議員から３点ほど質問がございました。これについてお答えをいたします。 

 まず１点目、観光振興対策で、本町の船山古墳、肥後民家村一帯の入館状況や管理状況は、ど

のようになっているかということでございます。平成28年度、１万4,301人、29年度が２万3,439

名、30年度で１万6,970名の入館があっております。入り込み状況でございます。この３年間では、

29年度をピークに減少傾向となっており、入り込み客数は、これは管理人の目測により、管理人

の日誌等に記録されている入り込み客数を集計したところでございます。 

 民家村内各施設に入居されている工房の件数は、スリランカ・メキシコ料理店、刀工房、能面

工房、木工作品展示体験２件、陶芸工房、篠笛工房、皮細工工房、カフェの計９件の工房が活動

されております。 

 民家村の管理体制につきましては、現在、管理人１名と非常勤１名で実施していただいており

ます。本来であれば管理人は２名体制で実施しておりますが、募集しても応募がない状況でござ

います。現在は管理人と商工観光課職員で草刈り等を行っているところでございます。 

 次、２点目、商工観光課では、その向上対策どのように議論し、具体的対策をどのように講じ

ていく考えであるかということでございます。御質問の商工観光課での議論につきましては、具

体的対策はどのようなことかということでございますが、肥後民家村の前に、全国でも有名な江

田船山古墳があります。これは、歴史の教科書に掲載され、全国的にも名前だけは知っている方

が多いと思われます。江田船山古墳の存在する和水町をＰＲしていくことが、今後の和水町への

集客力があるのではないかと課内では検討したところであります。 

 また、肥後民家村に入居中の各工房にも参集いただき、会議を行っております。その中で、各

工房それぞれに体験型メニューを持っており、再度メニューの見直しと情報の共有化を図り、肥

後民家村に集客できるような取組みが必要と工房の意見等があっております。各工房独自のイベ

ントを実施されており、今後の集客にも期待をしているところです。今後、近隣施設である菊水

ロマン館、和水江田川カヌーキャンプ場と今まで以上に連携を強化し、相互に活性化できるよう
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検討してまいります。 

 また、大河ドラマいだてんを契機とした金栗四三ミュージアム、金栗四三生家記念館にたくさ

んの観光客が来ておられます。まだまだ町内周遊までには至らないかもしれませんが、より一層

の周遊を推進するための方法を検討しているところであります。 

 森議員も御承知のとおり、６月１日に2020年東京オリンピック、パラリンピック組織委員会よ

り、来年３月26日から47都道府県を巡る聖火リレーのルートが発表され、和水町が選ばれました。

これを活用し、和水町を全国にＰＲする一つの話題として盛り上げながら、江田船山古墳を冠に

してＰＲすることができるのではないかと考えます。 

 具体的には、江田船山古墳は全国に有名であることから、冠に付けてＰＲしていく。特に江田

船山古墳は、来年50回目を迎えます。これも一つの話題性があると思います。金栗四三関係施設

に多くの来館者が来ているため、日本人初のオリンピック選手であり、来年の東京オリンピック

に向けての金栗四三生誕の地である和水町をＰＲしていくことが大事だと思います。 

 肥後民家村内の工房の相互連携を強化し、工房それぞれのイベントからの肥後民家村のイベン

ト、次に和水町のイベントとして大きく成長していき、和水町はイベントを広くＰＲしていくべ

きだと思います。町内観光施設等のネットワークを構築させ、それぞれのイベントをできる限り

集約させ、和水町がＰＲし集客を図るということが大事かと思います。日本遺産、県北観光協議

会等の広域連携により、和水町を町内外にＰＲしていきたいというふうに考えます。 

 次、３点目、歴史民俗資料館の移転の考えはないかということでございますが、歴史民俗資料

館は昭和53年８月１日に開館し、総工費は2,972万8,000円、そのうち国の補助が400万、県費補助

が310万2,000円の補助を受け建設されております。また、江田船山古墳から出土した国宝の副葬

品のレプリカには、数多くの方々の寄付金により作成されております。 

 しかし、現状では資料館が完成してから既に42年が経過し、屋根、軒先部分に亀裂や崩落箇所

があり、全体的に老朽化が進んでおります。現在の場所についても、肥後民家村の奥に位置し、

立地条件としてはあまり良くないと思いますが、移転等についてはいろいろの課題があると思い

ます。 

 昨日の池田議員の質問にもお答えしましたが、厳しい財政状況の中で、今すぐにという状況に

はないと思いますが、公共施設等総合管理計画及び個別計画に基づき議論し、先進自治体等から

の情報収集を行いながら、今後、資料館のあり方、存続につきまして検討してまいりたいと考え

ております。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 教育長 岡本君 

○教育長（岡本貞三君） 歴史民俗資料館の移転の考えはないかという御質問にお答えいたしま

す。 

 ただ今町長が申しましたとおり、歴史民俗資料館につきましては、建物本体の老朽化はもとよ

り、現在、空調機器や電気配線の不具合等も進んでおります。現在の資料館に手を加え、補修し
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ながら長寿命化を図っていくという段階ではないかと認識しておるところでございます。 

 今年度の個別計画策定において的確に状況を把握し、今後、施設のあり方や存続について検討

を行う必要もあるかと考えています。また、地域の文化観光資源としてどのように位置づけ、地

域活性化につなげることができるかということも重要になってくるのではないかと考えていると

ころです。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 11番 森 君 

○11番（森 潤一郎君） ありがとうございました。私がこの問題を取り上げましたのは、昨日、

池田議員も御指摘をなさいましたけれども、この現地に肥後民家村、それから船山古墳一帯、出

向きますときにいつも感じることが、先ほど申し述べましたように、おいでになっている人たち

と、時々、極力私自身話しかけていって、どういうふうに感じておられますかというような、感

じられましたかというようなことをお尋ねするわけですね。そうすると、非常に町外の方々が、

町内の人はもう当然これはあって当たり前の施設というような感じになりますのであれですけど、

町外からおいでになった方々が、非常に評価をされまして、なんかこう、この船山古墳それから

民家村一帯、このへんがいわゆる我が町の活性化や経済効果的な面で、もう少し生かせないもの

かなというのが現地にまいりました時の私自身の感じ方です。 

 今回、私もあんまり得意な分野じゃありませんので、この問題につきまして、今回ちょっと少

し自分自身勉強してまいったところで、肥後民家村のあり方と、それから、船山古墳のあり方、

このへんの管理区域、県と我が町とで分かれておりますので、これを同一視した形で考えるとい

うのが一つ難しいのかなというふうに思っております。 

 ただ、これはもうやっぱし一つ、県なり町なりが、日本で有数の船山古墳という古墳を持って

おりますので、これを是非ひとつ町の活性化につなげていってほしいという思いがありまして取

り上げたわけですけど、管理の統一などが非常に難しい部分はあろうかと思いますけど、県と我

が町とで今少し考え方を統一したような感じで、今後、管理のあり方を是非考えていただきたい。 

 それから、これをどういうふうに生かしていくかということになりますと、当然、歴史民俗資

料館の問題あたりも絡んでくるわけですね。今現在は非常にパッとこうおいでになったお客さん

たちが、歴史民俗館が、いわゆる資料館あたりがあるのかなというようなことでお尋ねになるこ

ともあります。船山古墳あたりの一角で散策をしている時に、そういうお客さんとお話を聞かれ

たことがあります。で、奥のほうにございますよということで説明はいたしますけど、なかなか

わかりにくい所にあるというのがひとつございまして、そういう意味合いからも、私はこの歴史

民俗資料館の移転、移転といいますと、今、教育長も、あるいは町長も仰ったように、何せ資金

が要りますので、この資金の捻出の仕方、県なり国なりという形でのお金の出し方というのが非

常に難しい部分も出てくるかと思いますけど。 

 今回、菊水側に菊水史談会というのがございます。そこの会長さんからちょっとお話をお聞き

したんですけど、いわゆる９日の熊日新聞に、つい昨日、一昨日ですかね、史談会のほうからの、
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いわゆるチラシということで、こういうのを史談会の会報ということで熊日新聞に出ております。

それで、この中にもありますように、史談会の方々が、いわゆる記念行事としてひとつその里帰

り展を文化庁とそれから東京国立博物館に対して署名運動をしたいと。向こうの文化庁と東京国

立博物館の責任でおいて、是非いわゆる国宝の里帰り展を計画してほしいということの署名運動

です。 

 そういう非常にありがたい活動を計画をされております。その行政としましても、どれだけお

手伝いできるのかわかりませんけど、やっぱり万難を排してこのことについては協力していかな

くちゃいけないんじゃなかろうかというふうに、私自身思っております。 

 それはどうしてかと言うと、昨日、池田議員も仰ったように、27年の３月議会でこの史談会の

資料館、歴史民俗資料館の建設についての陳情書が出ております。このことは27年の３月議会で

我が町の議会も決議をしておりますので、やっぱし、議会の、私自身議会の一員でございますの

で、そのことについて協力をしていくのは当たり前の話でございます。 

 そういう意味合いからも、記念行事に、いわゆる建設というのはちょっと難しいということで

あるならば、この地域の民俗、肥後民家村、あるいは船山古墳一帯、それから、もちろんこの歴

史民俗資料館の問題も含めて、いわゆるプロジェクトチームあたりを立ち上げて、行政が中心に

なるのか民間が中心になるのかわかりませんけど、そういうこともひとつ今後必要になってくる

んではなかろうかというふうに私自身思っておりますけど、町長なり教育長なり、もしこの問題

について、今後の問題についてお考えがございましたらお尋ねしたいというふうに思います。 

○議長（蒲池恭一君） 町長、いいですかね。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） ただ今、森議員から歴史民俗資料館の件についての御提案がございまし

た。昨日も池田議員のほうから御提案があったところでございますけど、先ほど申しましたよう

に、要は、私もそのこと自体につきましては賛成でございます。ただ、要はその財源が大変厳し

い状況下にあって、今すぐこれをやるというような状況にはないという認識を御理解いただきた

いと思います。将来的には是非そういった設備、昨日の池田議員のお話によりますと、そこの風

土記が丘を県が県立公園として整備する際のいきさつを昨日いろいろお聞きをしまして、なるほ

ど、そういう過去の経緯があったんだということを、正直昨日はっきり申し上げまして知りまし

た。大変この町民のその時の皆さんの思い、寄付も土地も提供していただいて、県としては将来

的にそのへんの約束ができてるということでございますので、このへんは私もしっかりと中身を

再度精査させていただきまして、どのような状況だったかということを、まずしっかりと勉強も

させていただきたいと思います。 

 そういうことを踏まえまして、今後のこともしっかりと考えていかなければならないと思いま

す。内容的には、我が町が、昨日お話も聞いたところでは、大変この超一級の、日本でも超一級

の出土品であるということ。これは我が町の誇りであるとともに、日本民族の大きなこの宝であ

るというふうに思います。それが我が町から出土したということは、この上もないかけがえのな
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いことじゃないかというふうに思います。 

 そういったことで、要望書が27年の３月に議会に提出されております。これはしっかりと重く

私はこれを受け止めております。その思いをしっかりと思いをされて、とにかく何とかすべきじ

ゃないかと。それがこの地域の核になるんだという思いをもって提案をされておりますので、そ

のへんにつきましては、大変重たいものであるというふうに受け止めているところでございます。 

 それから、建設が厳しいということであれば、そのへんの検討委員会あたりをどうするか、今

後のあり方、このへんを検討委員会あたりを設置して検討してはどうかということでございます

ので、このへんにつきましては、どのようにあの一帯を活性化させるかということも含めて、ロ

マン館も下にはございますし、あの辺一帯の中でこの位置づけをどのようにして、そして、この

古墳というのを、これはもう県立公園でございますので、これは県との協議、そして、ましてや

これは文化庁にも関わる問題ですので、我が町だけでこれを判断し、行うというようなことは無

理があると思います。常に県当局、関係部署、それから文化庁、文科省の担当部局との連携をし

ながら、ことは進めないと前には一歩も進まないと私は考えておりますので、そういったところ

のまずは情報収集等をやりまして、そして状況によりましては、今御提案の検討委員会、あり方、

こういったところの検討委員会の設置というのはやぶさかではないと思います。 

○議長（蒲池恭一君） どこを聞きますか。 

 （「教育長、考えございませんか。お考えがあればちょっとお尋ね」と呼ぶものあり） 

 教育長 岡本君 

○教育長（岡本貞三君） 森議員と同じように、里山美術展の時に私もこの資料館を見させてい

ただきました。その折に、そこに出展されてる方にお話を聞きました時には、やはり森議員が言

われたとおり、評価が大変高いということで、今後どう生かすかということが大事だなというこ

とは、もう認識しております。 

 ただ、社会教育課の担当と文化財等の関係の取扱等の規定等、いろいろあるところをお聞きし

ますと、やはり大変ハードルの高い事業であるなと思っておりますので、今、町長が申しました

ように、何らかの形を検討していく必要はあるかなと思ってます。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 11番 森 君 

○11番（森 潤一郎君） 町長も教育長もこの船山古墳、それから民家村一帯の管理についての

重要性は、もう十分御認識のことと思います。そういう中で、この史談会の会長さんとちょっと

お話をしました中で、どうして史談会の方々が署名運動を始められたかといういきさつあたりを

聞きますと、いわゆるこの令和５年が明治６年の船山古墳発掘から150年の大きな節目に当たると

いうことが一つですね。それから、令和３年は先に県の、熊本県の県立美術館で里帰り展が開か

れております。その里帰り展から数えて20年目という、令和３年がですね。来年、再来年が。で、

そういう節目に当たることから、一つの節目の事業として、和水町又は菊池川流域で里帰り展を

開いてほしいという、そういう署名運動を考えたんだということをお聞きしております。 
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 会長も仰ったんですけど私も思います。この問題は取り組むのに大きなやっぱりエネルギーが

必要となるかと思いますので、腰を入れて、それで、今、教育長も仰ったように、社会教育課が

当然中心になろうかと思いますけど、やっぱし、どういう検討委員会、あるいはプロジェクトチ

ームあたりを据えて取り組んでいくかというようなことを、せっかく菊水史談会の方々が署名運

動に取り組もうとされておりますので、そのへんも含めて、是非社会教育課のほうでひとつ、国

宝出土プロジェクトチームというような、そういう、名称はもうどういう形でも結構かと思いま

すけど、要するにひとつのプロジェクトチームなり検討委員会なりを設けられて、そして、是非

この船山古墳、それから肥後民家村、このへん一帯の再開発を進めてほしいというふうに思いま

す。 

 このことはもう非常に古くて新しい話でありまして、なんかこう、角度を変えて考えれば、非

常になんか宝の持ち腐れみたいな、そういう部分もあろうかと思いますので、この宝をより輝け

るような、そういう形に是非取り組んでほしいというふうに思います。 

 それから、もちろん船山古墳だけじゃなくて、三加和側のほうでも、豊臣秀吉時代の国衆一揆

でひとつの名を馳せました田中城の問題あたりもあります。先般、４月の12日でしたか、田中城

ミュージアムの開設がなされております。 

 そういう意味合いからも、我が町は非常にこう、歴史の深い造詣があろうかと思いますので、

そのへんも含めまして、ひとつ社会教育課のほうで是非取り組んでいただきたいというふうに思

います。 

 この問題は、非常に問題が大きゅうございまして深こうございます。私自身も不勉強なとこが

いっぱいあります。そういう意味合いで、ただ、社会教育課のほうで是非プロジェクトチームあ

たりを作る、その中に議会からも是非協力してほしいと、入ってほしいというようなことがあれ

ば、私はもう喜んで参加させていただくつもりでおりますし、あるいはほかの議員さんあたりも、

池田議員なんかは私より数段この知識の深いところがございますので、そういう議員あたりの考

え方あたりも是非引っ張り出していただいて、何とかひとつ、この古くて新しい宝を是非磨いて

ほしいというふうに思います。町長なり教育長なり、お考えがございましたら、最後にそのこと

について御答弁いただければと思います。 

○議長（蒲池恭一君） プロジェクトチームとかというのは町長ですので。町長が答弁。 

 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） ただ今、古墳一帯の再開発、合わせて三加和の田中城址跡、このへんも

含めて検討、全体的な町の観光につながる部分、このへんの検討会を設けてはどうかという御提

案でございますので、確かにいいことだと思います。やはり、ここだけじゃなくて、やっぱり町

全体で、じゃあどうするんだと。言うなら回廊づくりをせにゃいかんなと思います。古墳に来た

らじゃあ温泉に行って、なら田中城を見て、そして帰ろうかとか。提案型の言うならコースをい

くつか作って、そしてお客さんを誘導していく、そのラインに乗せて流れてもらうというような
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システムづくりあたりが必要じゃないかと思います。 

 なかなかこの古墳関係のこういった歴史遺跡、非常に関心の高い方は大いに２回も３回も来ら

れると思います。しかし、まああまり関心がないと、まあ１回は見てみようかというぐらいで、

後にはなかなか続かないというか、リピーターになっていただくというのは、今日までそのへん

の我々の努力も足らんだった部分もあろうかと思いますけれども、２回、３回と続いていくよう

な施策というか考え方が、方法を考えにゃいかんと思いますので、そういったあり方も含めて、

しっかり検討する余地は大いにあると思いますので、御提案の件については検討をさせていただ

きたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） あの、プロジェクトチームとかは執行部でするべきですので、教育委員

会としてそれを答えることはできないですよね。副議長、そこを踏まえて聞いていただかないと、

踏み込んで行き過ぎますといけませんので、いいですか、それでも聞きますか。 

 教育長、答弁を求めるそうですので。 

 教育長 岡本君 

○教育長（岡本貞三君） 先ほども申しましたように、これは町の観光とか、その他いろいろな

部署に関わる問題ですので、教育委員会として立ち上げるというようなことは考えておりません。

町のほうで考えていただく問題かと思っております。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 11番 森 君 

○11番（森 潤一郎君） ありがとうございました。一応町長のほうでもじっくり構えて検討し

ていきたいというふうなお言葉をいただきましたので、是非この問題についてはよろしくお願い

を申し上げます。 

 続きまして、２番の菊水共同調理場建設についてお尋ねをしたいと思います。⑴建設予定地が

３案示されて、比較検討資料が提示をされました。建設予定地は決定されたのでしょうか。それ

から、２番としまして、共同調理場建設後、管理運営について、指定管理者等への移行の考えは

ないのか。以上、２点お尋ねをいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 菊水地区の共同調理場建設についてということで、まず建設予定地が３

案示され、比較検討資料が提示されたと。建設予定地は決定されたかということでございますが、

これにつきましては、全員協議会の中でも御説明を申し上げましたけれども、当初３案で検討い

たしまして、今回、14日の審議採決の中で審議をしていただくようになっておりますけれども、

私どもが提案している案が一番妥当であるというふうに判断をいたしました。 

 というのは、それぞれに特徴がございまして、一長一短があるということです。そういったこ

とを考えますと、３案の中でも、今回提案します案件が一番いいというふうに結論づけたところ

でございます。中身を読んどきゃにゃいかんですかね。よございますか。はい。 
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○議長（蒲池恭一君） 次のにも答えてください。 

○町長（髙巢泰 君） それから、次の管理運営につきましてでございますが、これにつきまし

ては、共同調理場の管理運営の方法としましては、これまでのように町の直営で実施する方法と、

民間企業等に委託をする方法があるかと思います。 

 いずれの方法でも、コストの面や地元の食材の活用など、様々な点で長所短所、メリットデメ

リットあるわけです。そのへんのことがありますので、このため、ほかの町村の事例あたりもし

っかり検討いたしまして、和水町に検討分析をしっかりしながら、検証しながら、和水町にとっ

てよりよい管理方法を選択してまいりたいと思います。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 教育長 岡本君 

○教育長（岡本貞三君） 森議員の菊水共同調理場の件についてお答えいたします。建設予定地

につきましては、先月28日の教育委員会におきましても３案出されまして、その中で中学校校舎

北側、現菊水共同調理場を改築する案ということで、皆さん御理解をいただいているところです。 

 もう一つ、管理運営についての指定管理者等への移行につきまして、これにつきまして、将来

町職員の人事に関わる問題ですので、委員会としてお答えする立場ではないかと思っております。 

○議長（蒲池恭一君） 課長はいいですね。 

 ほかに質問ありませんか。 

 11番 森 君 

○11番（森 潤一郎君） この問題をこの議会でも私のほかに何名かの議員諸氏が取り上げてお

られます。これはどうしてこれを取り上げたかと申し上げるのはですね、一つはその、28年の10

月に実施されました住民投票の時に出た号外の中に、この共同調理場の問題は学校、今、学校裏

の敷地内に作るというような形だったと思います。それから、もう一点は仮設校舎を作るという、

そのことがいわゆる21億のほうの案の一つの大きな要素でございましたので、このことが変更に

なっておるわけですから、あるいはなろうとしているわけですから、住民の方々によくちゃんと

理由を説明をしないと、また変な誤解が生じてしまいますので、そういう意味で私は取り上げま

した。 

 仮設校舎につきましては、居ながら授業で工事を進めていくということで現在進んでおります。

で、もうあらかた出来上がってきたんじゃないかというふうに思っておりますけど、この共同調

理場につきましては、来年度になるんですかね、工事は。ですから、執行部案では来年度工事と

いうことですので、提供は、いわゆる稼働ができるのは、令和３年度からということになろうか

と思います。 

 そういう意味合いで、このいきさつについて、執行部のほうから十分説明を、住民の側に説明

を是非してほしいということでございます。なごみあたりでの広報でもいいと思います。やっぱ

し、菊水側の小学校統合についてはこういう形で進めてこういう形になる。で、共同調理場につ

いては、私自身も資料は持っておりますので、３案で進むことになったということが、多分、ど
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ういう形に、14日の採決でどういう形になるかわかりませんけど、多分私は、採決がなされるん

じゃなかろうかなというふうに思っております。そういう意味合いから、ひとつ是非そのことの

周知徹底を是非お願いをしたいということが一つ。 

 それから、１番についてはそういうことで結構かと思います。２番については、いわゆる特定

財源の事業関係もそうですけど、今後、この人件費負担というのが相当大きな負担になっていく

のではないかと。ですから、10日の全協の中で、緑彩館の問題であるとか、あるいはロマン館の

問題であるとか、いわゆる民間で指定管理者でもってやっていただいておる事業体についての説

明がございましたけど、私はこの問題も、もちろん職員の方がおられることは存じ上げて、指定

管理者等への移行の考えはないかということを私はお聞きしております。 

 と申しますのは、解決できるとこは民間移管というような形で解決を図っておかないと、今後、

人件費の問題が大きく負担増ということになりかねませんので、そのへんのことを指摘をしてお

きたいというふうに思います。町長なり、この指定管理者への移行の考え、今すぐどうこうとい

うことはなかなかできないと思います。これはもちろん、職員さんの生活というのがかかってお

りますので。だけど、やっぱ今後ですね、こういう新しい建物、建屋を造るというようなときに、

やっぱなんちゅうか、検討していくとか、そういう考え方を出していかないと、ただ検討します

検討しますでは、なかなか前に進まないというふうに思いますので、そのへん、ひとつ町長のほ

うでお考えがありましたらお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（蒲池恭一君） 答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） このことにつきましては、確かに節目の時期でもございますので、どう

するかということ、質問の趣旨は理解できます。また、時代の流れはそういう方向に流れており

ますので、そのへんもしっかり視野に入れて対応せにゃいかんと。もう既に我が町も、病院、特

老につきましては経営改善の一環ということも含めまして、既に民間に委託しているというよう

な状況もあります。今回の共同調理場、これはより高度な管理が必要かと思います。子どもたち

の安全安心、それから、これをまず確保する。そして、おいしい給食を子どもたちに提供してい

くという重要な使命を担っておりますので、ここはしっかりと我々も勉強して、どういう形が一

番いいのかということを検討もしながら対応すべく。ましてや、そこに今、職員の方々もおられ

るわけでございますので、そのへんも含めて慎重な対応をしていきたいというふうに思います。

流れとしてはそういう方向だと認識いたしております。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 11番 森 君 

○11番（森 潤一郎君） 確かに職員の方がいらっしゃいます。そういう中で、そしてまた、子

どもたちの栄養面を考えた給食を提供するという非常に大事な仕事です。そのことはもう私自身

もわきまえておりますし、それを金が安けりゃいいってもんじゃございません。それはもう十分

承知の上です。 
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 ただ、いわゆる先般、菊水特別老人ホームのほうの、いわゆる食事関係の民間移管というよう

な形での提案があった際も、これはもう老人の食事でも一緒と思います。ですから、やろうと思

えばできるんだなというふうに私自身も思ったもんだからですね、で、今回こういう形で取り上

げたということで、御理解をお願いしたいというふうに思います。 

 ありがとうございました。私の尋ねたいことは以上でございます。非常にこう、粗雑な質問で

申し訳ございませんでしたけど、執行部も精一杯頑張っておられますので、今後もよろしくお願

い申し上げます。御清聴ありがとうございました。 

○議長（蒲池恭一君） 以上で森議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。10分から始めたいと思います。 

 

休憩 午前10時54分 

再開 午前11時10分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、秋丸議員の発言を許します。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 皆様こんにちは。７番議員の秋丸要一です。本日は町民の皆様には御多

用の中、議会傍聴にお越しいただきまして誠にありがとうございます。また、モニターにて御視

聴の皆様、この場をお借りしまして厚く御礼を申し上げます。 

 私は、この１年間の議員活動を通じて、政治はまず第一に住民ファーストであること、住民に

寄り添う政策の実現が何よりも大切であると改めて痛感をいたしました。町の現実を直視し、具

体的な目標を掲げ、先送りすることなく、身の丈に応じた堅実な政策の実行が求められます。 

 今回で４回目の一般質問となりますが、私は常に町民の安心安全と豊かな生活を守るため、そ

して、町民ファーストで町の振興と発展のために努力してまいります。よろしくお願いいたしま

す。 

 今回私は、町行財政運営とまちづくり推進について１項目、住宅関連政策について１項目を町

長に質問いたします。 

 まずはじめに、公共施設等の総合管理計画についてですが、従来どおりの行財政運営を継続し

た場合、町の財政状況は、近い将来には基金を取り崩しながらの非常に厳しい財政運営を強いら

れる可能性があると私は推測しております。安定した健全財政と質の高い行政サービスを実現し

ていくためには、戦略的に行財政改革を推し進め、行政のスリム化を図り、公共施設のマネージ

メント力を強化し、公共施設等の見直しと適正配置の検討が急務となります。また、これからの

施設等の老朽化に伴い、建替えや改修の経費は、今後、町財政にとって大きな負担増となり、財

政圧迫の要因となります。また、少子高齢化の進行など、社会環境の変化も視野に入れつつ、施

設の統廃合や機能移転の見直しを図る必要があります。このことは、まちづくり推進の面からも、
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最重要施策であり、公共施設の適正配置と有効活用について、早急に検討を進めることが重要で

あると思います。 

 以上のことから、公共施設等の総合管理計画の現状と、将来に向けどのように取り組み、そし

て推進していかれるのか。そのための具体的な実施計画はできているのか。今回は公共施設等の

総合管理計画の視点から、行財政健全化に向けてどのように考えておられるのか、町長に質問を

いたします。 

 質問の要旨は以上であります。執行部におかれましては、より簡潔な答弁を求めます。この後

は質問席にて行います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 秋丸議員の町行財政運営とまちづくりの推進についてということで、公

共施設等の総合管理計画の視点から、今後の財政健全化にどのように対応し取組みを推進してい

くか。公共施設等総合管理計画の取組みの現状と今後の見通しはどうなっているかという質問に

お答えをいたします。 

 町財政の健全化には、投資的経費の抑制が鍵になるのではないかというふうに考えております。

普通交付税が減額される一方で、これに代わる安定的な財源確保は容易ではありません。一定の

住民サービスの水準を維持するには、公共施設のコンパクト化を図ることで、投資的経費を抑え

なければなりません。少子高齢化が進む和水町にとりまして、真に何が必要な施設であるかを検

討し、人口や財政規模に応じた公共施設の数、配置の見直しをしなければならないと考えるとこ

ろでございます。 

 あと細かい内容につきましては、総務課長のほうからお答えをいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） それでは、詳細について御説明を申し上げます。 

 町では令和２年度までに、国から求められました公共施設個別施設計画の策定に取り組んでい

るところでございます。その前段といたしまして、平成27年度に策定しました総合管理計画では、

建設系公共施設、箱ものですね。について、今後40年間で367億円、道路では40年間に176億円、

橋では40年間で27億円の更新費用が生じると推計をされております。計算に当たりましては、総

務省が示した基準に則った形でございます。 

 建設系公共施設、いわゆる箱ものは、築30年を超えると大規模改修が必要となり、更に築40年

を超えると建替え等の検討が必要と言われる中で、本町に早く半数の施設が築30年を超えている

現状にございます。今後、到底すべての施設を更新することは、財政的にもできるものではない

と考えております。また、15年後の和水町の人口、約8,000人となり、高齢化率も48％を超えると

予測されておるところでございます。 

 このような状況を踏まえまして、将来を見通した人口や財政の規模、住民ニーズに合いました
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公共施設の適正化を図るとともに、維持管理費、経費の削減、利用料の見直しなど図ることで財

源を確保する必要があると考えております。 

 具体的な計画ということでございますが、今、現段階での予定しております計画では、今年度、

５月から７月にかけまして、個別施設の計画書の様式等につきまして、業者等の確認事項をやり

ます。それと、その内容に公共施設等総合管理計画の内容を反映をさせてまいりたいと。数値目

標、施設別の方針など、既にこの部分につきましては、前段の公共施設等総合管理計画に記載し

ておりますので、そういった内容の反映でございます。 

 それと、更新費用の推計でございます。それと７月から10月にかけまして、施設の劣化調査を

まとめます。劣化調査等々につきましては、業者等の主導のもと行う計画でございます。 

 施設所管課の今度はヒアリングを行います。各施設、各課で行政財産として管理をしておりま

すので、総務課のほうでこういったヒアリング等々を行います。それと、施設のコスト、利用者

数等々の調べと登録と施設の評価を実施する計画でございます。今年11月から12月にかけまして、

施設の方針の素案を作成、そして、12月から２月にかけまして、長寿命化のための更新費用の算

出でございます。 

 施設そのものの議論の中で、これは町内に一つしかなく、今後町の施策としても合致するとい

ったようなことは、長寿命化の計画をすることもございます。当然、除却もありますし、複合化

といったようなこともございます。と、１月から３月にかけまして、施設更新計画案の作成を行

い、令和２年度につきましては、住民の皆様方にお示しするパブリックコメント等々を、現段階

ではこういった形で計画をいたしているところでございます。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 教育委員会ありますかね。大丈夫ですか。 

 ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） それではお尋ねをいたします。２町合併から14年目になりますが、重複

施設の集約化、施設の管理、各種行事等の運営面での簡素化、このへんの改革は、私はまだ十分

に進んでいないんではないかというふうに認識しておりますが、町長はどういう認識をお持ちで

しょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） ただ今、秋丸議員が御指摘のとおり、合併いたしまして14年になるわけ

です。このへんで今までの内容を精査しまして、統合、また廃棄といいますか、除却、そういっ

たことも含めて、やらなければならない、そのへんを検討する時期に来ているというふうに思い

ます。 

 先ほど課長が申しましたのは、そういった状況を踏まえてこれから、じゃあ年度ごとにどうい

うふうにして、我が町の身の丈に合った施設を保有するかということを、今後そのへんをしっか

りとまず素案を作って、そして町民の皆さんに説明をして御理解をいただいて、一つずつ対応し
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ていこうというのがこの始まりというふうに私は位置づけております。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） そうですね、これはですね、平成28年にこの見直し計画が策定されてお

ります。これは25、いや、３、４、５かな。平成23年、４年、５年だったかな、のデータの平均

値をとったやつを、平成28年の３月、要するに３年前ですね。に策定してあるんですよね。で、

それからですよ、今まで、何年経ってますかね。これまで全然進んでない、全然、あまり進んで

ないということであれば、町長、それは何が原因だと思われますか。 

○議長（蒲池恭一君） 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 検討しますというか、早くそのへんにしっかりと目を向けていかなけれ

ばならなかった。やっぱり今までが、何とか今日まで、日本の経済状態も良かった関係で、施設

もどんどんそれに合わせて整備されたと。非常に住民の皆さんの生活の中にも、そのへんの恩恵

を受けられる部分が多いにあったと思います。 

 しかし、その施設も既に老朽化してきた。しかし、何とかして、やっぱり誰でもこう、残る部

分は皆さん反対はないと思いますよ。しかし、いざならもうここは統合して、こちらのほうはカ

ットだということになりますと、どうしても不便になると。利用するのに不便だと。今まですぐ

そばにあったのがちょっと遠くまで行かにゃいかんということになりますと、なかなか理解は、

総論は賛成でも各論になると皆さん、やっぱり難色を示されると。そういうこと等があれば、ど

うしても先に進まんということで、なかなか行政としても、当面すぐなくすということはなくて

も、何とかついてきたから今日までこういう状況になっとるかというふうに考えます。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） ではですね、30年の12月に提出されました第二次の基本構想ですね。こ

の基本目標の６番として、施設等の統廃合、廃止、除却等の方向性を踏まえて、適切に維持管理

費の取組みを進めるというふうに書いてあります。その基本計画で公共施設更新費用圧縮率の目

標も掲げてあるんですね。それ、町長何％か御存知ですか。御答弁願います。 

○議長（蒲池恭一君）  

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） その中身まで詳しくはまだ把握しておりません。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） あのですね、４％削減です。そう書いてあります。ではですね、その４％

削減のその額はいくらなんですか。それと、その基準。基になる項目、その額。これを教えてく

ださい。 
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○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。 

 

休憩 午前11時28分 

再開 午前11時39分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 執行部の答弁を求めます。 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） 総合計画の中で、維持補修は４％というところです。この期間です

けれども、この総合計画の策定に当たりましては、平成30年度を起点として作成がされておりま

す。 

 ちなみに４％ですけれども、公共施設の総合管理計画の中で、これ27年度当初ですけれども、

10年間で40％という数値目標がございます。それを、あ、40年か、すいません。40年間、失礼し

ました。ですから、４年間で４％という形です。 

 じゃあ、実際どの額になるのかということでございます。30年度の決算につきましては、４％

は今説明したとおりですけれども、まだ出ておりませんので29年度を申し上げます。29年度の決

算でいきますと、維持補修費が、これすべての臨時的なもの、この年度にしかない部分も含めて

おります。これが１億2,733万6,000円です。これの１年間ということになりますと、計画では４

年間ですので、これに４を掛けますと、４年間で４％、むしろ単年度でいきますと509万3,000円。

また割り戻しまして４年間という形になりますと2,037万3,000円ですかね、そういった数字が出

てまいります。 

 一方、これは経常的な維持費でございます。経常的な維持費につきましては、9,700万円、29

年度の決算で9,700万円でございます。これを４年間で４％ということですので、４年間で計算を

しますと、４年後は1,552万円というところです。経常的な維持補修費と、その年度ちょっと何が

あったかわかりませんが、かなり上がっておりますけれども、臨時的なものも含めて以上でござ

います。失礼しました。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） まあいろいろとお手数をかけました。私が申し上げたいことは何かとい

いますと、要するに策定はした。そして、それも今現在はもう過去６、７年ぐらい前のデータを

もとにやってるということですよね。もう、昔は10年一昔、今は３年一昔といいますよ。そした

らもう、このデータ自体が古いから、なかなか運営する上で大変だろうなと思いますよ。 

 で、これは23から25年の３年間の平均値をこの計画書に書いてありますね。それを私なりにち

ょっと計算してみましたら、要するに、これは支出と減価償却があるわけですね。建物にはです

ね。支出、減価償却。それに体育館とかそういう所は収入がありますね。それを含みますと、大
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体支出と減価償却だけでいくと、これは24億ぐらいかかっとですよね。ここに書いてありますか

ら。 

 すと、支出、収入、減価償却を足しますと、まあ、収入は引きますね、この支出、減価償却か

ら収入を引きますと、５億1,900万。４％、これを４％に圧縮したら、2,076万１年間にするとい

うことに、私は理解しました。これは間違いないですかね。町長。 

○議長（蒲池恭一君） いや、それは町長じゃないですよ。 

○７番（秋丸要一君） なら総務課長、お願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） 今、御覧の資料というのは、地方公会計で今、ホームページに載っ

ております。29年度の。 

 （「いや、違います。総合計画ですよ。」と呼ぶ者あり） 

 具体的な計算をすればその数字になるということであるなら、そのとおりだと思います。申し

訳ありません。 

○議長（蒲池恭一君） 今の24億の算出根拠はなんですか、今の。 

○７番（秋丸要一君） これはですね、いいですか、これはここに書いてあります個別の算定が

ここにあるんです。数字がですね。これを私なりに集約して計算し直して、今やったのがそれ。 

○議長（蒲池恭一君） どういうふうに計算をされたんですか。 

○７番（秋丸要一君） だから、いろいろ計算しましたよ。 

○議長（蒲池恭一君） いやいや、その24億の算出根拠がなければ、今の5,100万という金額も出

てこないじゃないですか。 

○７番（秋丸要一君） あのですね、支出と減価償却だけでは24億円ぐらいかかってるんですよ、

これ。 

○議長（蒲池恭一君） 建物だけですか。今のは建物でですか。 

○７番（秋丸要一君） 建物ですよ、みんな。これは建物。 

○議長（蒲池恭一君） 町が所有しとる全部の建物が24億ということですか。 

○７番（秋丸要一君） 箱ものですね。 

○議長（蒲池恭一君） 箱ものの。 

○７番（秋丸要一君） 箱ものです。これは箱ものをしてあるんですよ。 

○議長（蒲池恭一君） ということです。まあ、そこのところが。その数字は重要ですか。 

○７番（秋丸要一君） いや、それは重要じゃない。 

○議長（蒲池恭一君） ないですね。ならそのまま引き続き質問をお受けしたいと思います。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） これは参考程度に言ったまででありまして、問題はですね、その数値デ

ータを設定したならば、粛々とやっぱり業務を果たしていってほしいということを言ってるんで
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すよね。 

 27年度の、28年度に策定して、また令和２年に策定すると。作るのは作るけども、全然その済

んでないと。また作ってまた進まんという状態がもし続けば、何のためにこの策定をするのか、

意味がないですよね。それを言ってるんですよね。 

 ですから、やっぱり直近のデータは先ほど総務課長のほうからありましたので、これはわかり

ました。ただ、そういうことをやっぱりちょっとやっていってもらわないと、いつまで経っても

見直しというのはできない。それを言ってるんです。 

 もうですね、これからは32年度に策定のために、現在作成中ということでしたが、またその間

はどうされるのかと。どう対応されるのかと。 

 前、全協で私の資料をいただきましたが、2020年から2023年、あと２年後は町の維持管理費は

ピークを、第一次のピークを迎えるということでありました。もう町長の任期もあと３年、どれ

だけの維持管理費を本当に削減できるのか。目標は今言われましたが、本当にそれができるのか。

思い切った４％の削減程度では成果が出ると私はあんまり思いません。ですので、思い切った改

革が必要ではないかと思います。その点、町長の答弁を伺いたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 秋丸議員が仰ることは、確かにそのとおりかと思います。やはり、計画

を立てたならば、やっぱそれを毎年どういうふうな進行状況にあるかということを検証しながら、

そして、場合によっては修正をかけていくということが基本であります。しかし、なかなかその

へんが現在の状況下ではちょっとなおざりになっている部分もあったかもしれません。そのへん

は反省すべき所は我々もちゃんと反省をして、今後はしっかりと、そのへんに立ち向かっていく

という姿勢が必要かと思います。 

 そういうことを含めて、今回、先ほど総務課長が説明しましたように、計画書の中身を全部、

すべての施設を評価して、どういう状況下にあるかということを、まず確実につかみたいと。 

 じゃあ、それを今後５年後、10年後、20年後、どのような形になっていくのか。年間維持費が

どれぐらいかかっているのか。皆さん、なかなか知っておられないと思います。私も全部覚えて

おりません。これは数字が出てきて初めて、こがんかかりよっとばいねと。正直圧倒されます。

このことを早く現状を、体育館、グラウンド、学校、いろいろの施設を町が持ってるわけですね。

しかし、これを維持するためにどれぐらい金が要っとるかということ。町民の皆さん方もなかな

か御存知じゃないと思います。職員もなかなかそこまで、一つ一つはわかっとっても、全体でど

れだけと。じゃあ、年間ならどれぐらいの費用がかかってどうなってるんだということは、なか

なか今の状況では把握できてないと思います。誠に申し訳なく思いますが。 

 しかし、そのへんをもう避けて通れないんだと。今後、思い切って、人口がどんどん減少する

中で、今までのように、ありとあらゆるこの施設を持っとったけれども、それが持ちこたえられ

るかということをしっかり考えた場合、人口が今もう既に１万人を割りました。合併した時は１
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万2,000人近くおったわけですから、それがもう１万人を割ったと。更にこれからも人口は減って

いくと。 

 これは何も我が町だけじゃないわけですけれども、しかし、一番我が町が県下でも最先端をい

ってるというのは、これは事実です。ですから、将来の子どもたちにこのツケが回らないように、

やっぱり我々は今のうちにしっかりと考えておかなければならんということで、今回、先ほど総

務課長が示したように、話しましたように、この計画書の全部、すべての総点検をやろうという

ことをこれからやるわけです。 

 そして、その実態を町民の皆さん方にも十分説明をして御理解をいただきたいと。そして、場

合によっては、これはもう施設が、同じ施設は一つにするとか、そういうことを今後やらにゃい

かん時期に来てるということです。 

 しかし、なかなかそうなっとですね、残る所はいいですよ、先ほども言いましたように。しか

し、じゃあ取り壊そうと。もうそこは除却するとなった場合は、やっぱそこの方々は賛成はされ

ないと思います。しかし、これならばもうしょんなかねっていうようなふうに理解をしてもらう

ためには、やっぱり粘り強く実態を町民の皆さん方にお知らせするということは、私は大事だと

思っております。その準備を今から取り掛かろうということです。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） 先ほど数字を申し上げました。申し訳ございません、訂正させてく

ださい。失礼いたしました。30年度が出ておりませんので、29年度の経常的な維持管理費が9,749

万と。これから４％ですね、４％、388万になります。×４をしてしまいました。 

 すと、臨時的29年度の臨時的な維持経費も含めますと、１億2,733万6,000円、これの４％です

ので、509万3,000円ということになります。大変失礼いたしました。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 今、町長が言われましたように、もう待ったなしに来てますね。もう本

当に待ったなしで取り掛かってもらわないと、本当にいけないと思います。我が町はまだ今、決

算、私なりに見ましたけども、何とかまだ間に合います。今からすればですね。ですから、やっ

ぱりこの公共施設のマネジメントの整備は、これはもう急務だと思います。 

 それと、今度、今ですね、各課でやってるみたいに書いてあります、これには。各課でですね。

ですから、これはやっぱり、特別部隊を作られて、この人事体制の見直しをして、やっぱりどう

いう方法でやるのか、そういうのも推し進めながら、運営をしていっていただきたいというふう

に思います。 

 前向きな政策の推進を図るためには、まずやっぱり町の財政の健全化が重要だと思います。大

胆な維持管理費の削減のてこ入れが喫緊の重要課題であると思います。これからは新たに施設を

設ける際は、施設の統廃合や機能移転などの見直しを図りながら、資産の整理も同時に平行して
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行政運営に当たっていただきたいと、そういうふうに思います。しっかり頑張ってください。 

○議長（蒲池恭一君） 答弁要るんですか。 

 （「はい、答弁お願いします」と呼ぶものあり） 

 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 秋丸議員から激励もいただきましたので、我々も一生懸命、早く計画書

も作成しまして、現実はこうなんだということを町民の皆さん方にも説明をし、場合によっては、

利用料金あたりも、我が町は例えば何を利用するにしても、今、非常に安価で、安い利用料金で

利用されております。ほかの町村に比べますと、私はそう信じております。 

 ですから、これで利用する方は、大いに安い、そして健康が維持して、あらゆる形でいい方向

に行くならば、それなりのメリットはあるわけですので、何も黒字を出す必要は私はないと思い

ます。行政が。しかし、とんとんに行けばですね、場合によっては、しかしこれについては、こ

れはやっぱり町が補填してでも対応せにゃいかんという部分もありますので、そこはしっかりと

練りながらいかにゃいかんと思います。皆さんの意見を聞きながら、そして、施策の中でちゃん

と対応していかにゃいかんと思います。 

 とにかく、大変な痛みを伴うということは間違いないと思いますので、しっかり町民の皆さん

方にそのへんを説明をしないと、なかなか皆さん方も御理解はいけないと思います。それは口で

言うのはやさしいと思います。しかし、実際これを実践するとなったら、相当のエネルギーが要

るということは我々も覚悟しとく必要があると思います。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 町長、それはあなたの仕事ですよ。政治的決断はあなたの仕事なんです

よ。あなたが決めることです、最終的には。 

 この公共マネジメントの成果は、28年３月に策定されましたその成果、それを今度令和２年の

また策定しますよね、それまでに成果報告をぴしっと出してください。どういうふうにして削減

したかということを、報告をちゃんとしていただきたいと思います。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 大丈夫ですか、総務課長。 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） お示し申し上げます。確認です。この公共施設総合管理計画、28年

の３月、この内容からということでよろしいでしょうか。 

 （「はい、いいです」と呼ぶものあり） 

 はい、わかりました。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） それでは、第２番目の住宅政策関連事業ついての質問を行います。 
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 まず、住宅地の提供は、人口減少の歯止め策として有効かつ最重要課題だ。今回の計画で新た

な住宅地整備施策の取組みの概要を示されましたが、住宅地整備施策の現状と将来の見通しをど

のように分析しておられるのか。また、将来の具体的な戦略的政策をお持ちなのか、答弁を求め

ます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 住宅促進政策関連事業についての質問でございます。住宅促進政策関連

事業につきましては、住宅地の将来は、人口減少の歯止め策として有効かつ最重要な課題だとい

うふうに思う。住宅整備施策の現状と将来の見通しをどのように分析しているかということでお

答えをいたします。 

 第二次和水町まちづくり総合計画では、基本目標２の住みたくなる魅力あるまちの中に、移住

定住の促進、住環境整備の促進を掲げています。本町は、九州自動車道の菊水インターチェンジ、

南関インターチェンジ、新幹線の新玉名駅、新大牟田駅を利用して、熊本市内、福岡都市圏への

通勤圏内である強みに加え、自然環境にも恵まれております。この利点を生かし、都市部からの

移住定住者の受け皿として、町有地を基本に住宅用宅地造成事業、空家バンク事業などを活用し、

移住定住施策を重点事業として取り組んでまいります。 

 住宅整備施策の現状と将来の見通しについては、今年度の具体的な事業としましては、第一弾

として、老人福祉センター跡地の住宅用宅地造成事業を開始し、来年４月は分譲販売開始、約13

区画に向けた取組みを開始したいと思います。それと同時に、ほかの候補地の利用方法や事業計

画を速やかに展開してまいります。 

 また、ソフト面の対応としましては、町外からの人を呼び込むために、定住移住促進のパンフ

レットを一新するとともに、町ホームページやインターネットを活用した本町の魅力を情報発信

するプロモーション活動等を積極的に実施してまいりたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） それでは、平成29年、30年度、固定資産対象の新築住宅着工数というか

できた数、これは何戸あったんですかね。よければ、菊水地区、三加和地区別にわかればお願い

したいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 今回の新築の住宅について御質問がありましたのでお答

えしたいと思います。 

 過去10年間の新築の件数としましては、ちょっと年度別でというデータがはっきりしておりま

せんで、新築の件数としましては、11年間、平成20年から30年間で241件、これは民間のアパート

等も含めた上で集計のほうをしております。 
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 そのうち、菊水地区としましては167件と三加和地区のほうで74件の新築のほうが出来上がって

おります。あと、行政区別がデータを持ってきておりますが、探しておりますので後ほど答弁さ

せていただきたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 行政区はよかですよ。 

 ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） はい、わかりました。詳細はまた聞きますので。 

 今度ですね、計画が立てられておりますけれども、これは今回の住宅地の分譲計画を立てる上

で、どのような調査をし、需要見通しの判断をされたのか。その根拠は。基準になるものは何な

のか、それをお答え願いたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 課長、大丈夫ですか。 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 今回の第一弾としまして、老人福祉センター跡地のほう

を宅地の計画を入れておりますが、３月の全協のほうで第１回目のということで御説明申し上げ

た時には、平成33年度までの３年間で25戸程度の整備を行うということでお伝えをしております。 

 その中で、まず町有地、先ほどありましたように、町有地を基本に職員のほうで検討委員会を

開催しまして、場所を老人福祉センター跡地、またふれあい広場、南小のプールの跡地というこ

とで、検討の材料ということでお伝えをしているところです。 

 その関係で、その町有地を基本に整備ができるかできないか、そこを検討を入れまして、今回、

老人福祉センター跡地が第一にできるんじゃないかということで、今回提案をしているところで

す。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 私はそういうことを聞いてるんじゃないんですよ。あのですね、この分

譲をするということは、これは需要がなければできないわけですよね。だから、その需要の見通

しはどうかということを聞いてるんですよ。そこをお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） １点だけデータ抽出をとっておりますのが、各行政区別

に平成18年から30年までどれぐらいの、行政区別で人口が減ってるかということで、まず第１で

試算を出しております。確かに町全体としましては、人口のほうは年々減少しておりますが、言

わば菊水中央小校区というのを江田地区等が人口が減ってないと。そうなってくると、アパート

等で人口増になってる部分もありますが、その中で一番人が集まる場所とすれば、今の老人福祉

センター跡地、なおかつ町有地でそれなりの広さがとれるということで、検討の材料としてはそ

ういった人口の推移も若干入れております。以上です。 
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○議長（蒲池恭一君） 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） それではですね、この和水町にアパートがありますよね、アパート。こ

れ、町ではどれくらいあるか調べてありますか。 

○議長（蒲池恭一君） 建設課長、大丈夫ね。あ、アパートね。アパート。 

○７番（秋丸要一君） アパートです。町営住宅は別ですよ。 

 じゃあいいです。時間がありませんので。私のほうから申し上げます。いいですかね。いいで

すか、議長。 

○議長（蒲池恭一君） どうぞどうぞ。 

○７番（秋丸要一君） 私もちょっと調べてみました。足でちょっと調べてみましたらね、一戸

建てのアパートですね、アパートが23棟ありまして、これは菊水地区内で中央校区に集中してお

りまして、ほかの所もあるかなということで調べましたら、三加和地区もあるかもしれんけど、

私はないというふうに思ってます。 

 それと東校区、西校区、南校区も、町営住宅はあるんだけどもアパートないというふうにおも

っております。ただ、中央校区に集中してあると。これがですね、合計23棟で241所帯あるんです

よね。241所帯。一戸建ての賃貸住宅が３棟の３世帯ですね。 

 これをですね、稼働率90％とみますと220所帯あるんですよね。ですから、想定、まあ想定しま

すとね、大体220所帯にもし入っておられるとして、多分若い人が多いんですよね。そうしますと、

３人家族で660人おられるんですよね。４人にしますと880人です。 

 ということは、今後、この住宅政策をする上で、これは貴重な判断材料になるんじゃないかと

私は思っております。ただし、その全部がなるわけじゃないから、やっぱりその住人の意識調査、

住宅購入の意識調査、これをやっぱしせんといかんと思います。 

 ですから、これは長期計画として10年間ぐらいで、私はまあよく言えば200戸、150戸ぐらいの

新規住宅の掘り起こしはできるんじゃないかなというふうに考えております。悪くても100件です

ね。そうしますと、需要がもし100件あれば、それだけの政策を打って、10年間で候補地を選んで

住宅造成も、売却も含めましてできるんじゃないかと思います。そういう判断をもとに長期計画

を立ててやっぱりやらんと、そしてですね、どこに造るかというのが重要な問題です。場所。ど

こでもいいということじゃないですよね。例えば民間だったらどこでも造りませんよ。やっぱり

需要がある所、場所がいい所、便利のいい所をやっぱすると思います。そういうのも考えながら、

町がするならば、やっぱりそのへんのところは考えてもらって政策を打っていただくということ

を私は望んでおりますが、町長、どう思われますか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 仰るとおりだと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 



 

 

- 96 -

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） そしたらですね、そういうことでやってください。よろしいでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） しっかりと対応してまいりたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 今回の福祉センターの住宅計画の費用対効果、これをちょっとお尋ねし

たいと思います。これはですね、13区画でしたかね、13区画の費用対効果ですので、収入と支出

ですね、それをちょっとよかったら御答弁お願いします。簡単にいいです。 

○議長（蒲池恭一君） 今のは売却金額ということですか。 

 （「そうですね。分譲するときはそこまで。」と呼ぶものあり） 

 そこまで考えとるかということですか。 

 （「そうです。そういうこと。」と呼ぶものあり） 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 今度の老人福祉センター跡地の費用対効果といいますか、

まず歳出のほうですけど、今のところ、確定といいますか、予算ベースでいきますと、設計まで

で5,000万程度を今上げております。当然、そのあたりの造成の本体の工事が始まりますので、今

まで直近でいきますとグリーンビレッジ平野のほうが8,000万ほど総額でかかっておりますので、

それに等しいぐらいの総工費になるかなということで試算はしております。そうなると、あと

5,000万程度で、総額が１億程度と。 

 あと、収入といいますか、販売が始まりますので、その販売の価格は、そこの時価とか、あと

は社会情勢とかいろいろな面がありますが、また同じくそのグリーンビレッジ平野を参考にしま

すと、平米当たりが8,600円、坪でいきますと、２万円とか３万円程度になると思いますので、基

本的には、仮に13区画が平米当たり１万円でいったら4,000万程度の収入になるかなというような

試算だけはしております。 

 しかしながら、今回の設計が出来上がってからそういったとこには入っていきたいと考えてお

ります。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） じゃあですね、税収、税収はどれくらいみてますか。20年間で。 

○議長（蒲池恭一君）  

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 税収につきましては、実は新築の場合が固定資産の減免
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制度をとっておりますので、５年間に関しましては固定資産が入って来ないという試算をしてお

ります。だから、単純にいけば固定資産とれますけど、５年間はそれぞれとれないということで

認識をしております。以上です。 

 （自席より発言するものあり） 

 ５年間ではだからゼロですので、そこまでの試算はまだ出しておりません。 

 （「聞いた時に試算してあったよ。」と呼ぶものあり） 

 モデルケースということではしておりますが、まだ価格までが全部出ておりませんので出てお

りません。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） 空家の問題に移ります。 

○議長（蒲池恭一君） 空家ですか。 

○７番（秋丸要一君） 空家ですね。ここはですね、その前にですね、住宅地分譲計画はですね、

人口の推移と住宅地需要をもとに長期的スタンスで綿密な実行計画に基づくものでなければなら

ないと思います。そのためには、数値目標を掲げることが重要であり、これが明確でないと、指

示機能の不足で先送りの連鎖となるということです。少しでも人口減少の歯止めになるよう、ま

ちづくり推進等、財政健全化に向けて奮起して頑張っていただきたいと思います。 

 次に、空家の問題についてですが、この平成28年の策定の創生総合戦略ってあるんですよね。

とにかく、いろいろな冊子があるもんで、いろいろ見させてもらいましたけども、この創生総合

戦略では、空家バンク登録件数の目標が、当町は、平成26年から31年度の目標というのが掲げて

あるんですが、登録件数が９件、これを50件にしたいというふうに、これは間違いないですかね。

すと、契約成立件数を今２件、これを30件。これ達成できるんですかね。今、どれくらいかわか

りますか。じゃあ仰ってください。 

○議長（蒲池恭一君） ちょっと待ってください。住宅促進関連事業か。住宅地の。 

 ちょっと、しばらく休憩します。 

 

休憩 午後０時17分 

再開 午後０時18分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 執行部の答弁を求めます。 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） ただ今の秋丸議員の空家の件で、現状だけをお知らせし

たいと思います。現状、ホームページ上で登録している件数としましては、８件となっておりま

す。で、４月から新たに４件の方が制約されておりますので、この登録物件に関しましては、日々
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動いておって、大体８件から10件が登録されております。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 残り時間が短くなっております。質問答弁について簡潔明瞭にお願いい

たします。 

 ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） この中で戸建ての住宅、民間の空家を、公営住宅化を図る住環境の整備

ということで、独居高齢者の住居や空家については、移住者、移住希望者への将来的な転売等を

条件に空家の改修補助を行うとうたってあります。今現在、町では改修の費用も出しますよと。

片づけの費用も出しますということをやってらっしゃると思いますが、これは、この計画という

のは、どう、また別ものですかね、これは。これ、対象者いますか、今。 

○議長（蒲池恭一君） 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 今回の４月から作った補助金は、あくまでも契約が成立

した物件に対して改修の補助、もしくは除去費の補助を出すというものとなっております。以上

です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ７番 秋丸君 

○７番（秋丸要一君） いろいろと聞きましたが、一応私の質問はですね、これにて終わりたい

と思います。どうもありがとうございました。 

○議長（蒲池恭一君） 以上で秋丸議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。１時半からいきます。 

 

休憩 午後０時20分 

再開 午後１時30分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

森議員の一般質問の中で執行部より答弁漏れがありましたので、答弁を許します。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 先ほど、森議員の質問の中で誤解を招きやすい答弁の部分がございまし

たので、改めて御説明をしておきます。学校給食関係は特に非常に基準が厳しいというようなこ

とを申し上げましたけれども、食の安全安心の観点からするならば病院食だろうが特老あたりの

この介護食だろうが学校の給食だろうが、そこはまさに一緒だというふうに思います。ただ、学

校給食につきましてはですね、衛生管理体制の充実ということで学校給食を実施する義務教育諸

学校の設置者は学校給食衛生管理基準に照らしてですね、適切な衛生管理に努めなければならな

いというふうに示されております。平成28年４月１日付、学校給食衛生管理基準の取扱いについ
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てということで通達が出ておりまして、その中でこの重要管理事項としてですね、加熱調理食品

の加熱温度管理、加熱調理食品は中心部温度計を用いるなどにより、中心部が75℃で１分以上。

例えば２枚貝とか、ノロウイルスの感染の恐れのある食品の場合は85度から90℃で90秒間以上、

またはこれと同等以上までに加熱されていることを確認するとともに、温度と時間の記録が義務

付けられているということで、ほかの施設ではそこまでは求められていないような状況をお聞き

しておりますので、大変このへんの管理が非常に厳しいと。しかも、記録を確実に取っておくと

いうことが義務付けられておる、このへんがですね、ほかの調理場とは違う学校給食が厳しい部

分はこういうことだということを念頭にお話したつもりでございますので、ちょっと誤解がある

といけませんので、そういう、付け加えて説明をさしていただきました。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 次に、齊木議員の発言を許します。 

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 改めまして、こんにちは。３番議員、齊木幸男です。昼食のあと、お疲

れのところと思いますが、しばらくお付き合いをお願いします。本日、傍聴にお越しいただいた

皆様、テレビ中継で傍聴されている皆様、お忙しい中ありがとうございます。はじめに、ＮＨＫ

「いだてん」大河ドラマの反響により金栗四三生家、ミュージアムに先月は拝観者数が５万43人

を突破し、順調に進展していることを嬉しく思います。職員の皆様の御苦労に心から敬意を表し

ます。また、三加和温泉、緑彩館、菊水ロマン館の収入が増えているとの議会への報告もあり、

町内経済にもよい波及効果が出ています。そんな中、和水町にビックプレゼントがもたらされま

した。2020東京オリンピック・パラリンピックの聖火リレーのルートに和水町が選ばれました。

令和２年５月７日木曜日、春の大型連休のあと、オリンピックの聖火が和水町を通過します。改

めて金栗四三先生の偉業と和水町の存在を世界に発信できるよう準備していきたいと考えます。 

 さて、私の一般質問の一貫した目的・テーマは町民の皆様の声を町議会に届け、子どもから高

齢者に至るまで安心して暮らし続けられる和水町を実現することです。そのためにも私たちの税

金、大切なお金が町民のために正しく使われていることを確認していきます。貴重な税金、血税

は町民の命の安全のため、そして町民の皆様の生活向上のために使わなければなりません。また、

すべての質問を持ち時間以内に行うために、途中早口になるかもしれませんが御容赦ください。 

 これより、会議規則の規定により、通告した３件の一般質問をさせていただきます。先月４月

30日には天皇陛下が御退位、御譲位あそばされました。５月１日には皇太子殿下が神武天皇から

数えて第126代の皇位を継承、天皇に御即位され、元号は新元号令和に改まりました。国民の理想

を込めた漢字２文字と天皇陛下の御即位から何年かと数える元号は日本の歴史文化であり、皇室

と国民との信頼と結びつきを表しています。昭和、平成、令和の元号には、平和の文字がすべて

含まれていますことを見ても、天皇陛下が何をお考えか、国民が何を求めているか、おのずと理

解できます。ちなみに、和水町の町名にも平和の和の文字が含まれていますことを忘れてはなり

ません。平和とは、単に戦争がない状態のみを言うのではなく、地域においては幼い命や高齢者

の方の命を大切にしていくこと、町民誰もが希望に満ち溢れ、健康で働き続けられる社会を作っ
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ていくことこそが平和の具体的な実践だと確信しています。 

 では、質問事項１、歴史と文化が色づく豊かなまちづくりについて。 

要旨の１、天皇陛下の御退位と皇太子殿下の御即位、新元号への対応をどのようにとったか。 

要旨の２、金栗四三大河ドラマ放送で観光客が増加している状況で、肥後民家村内の歴史民俗

資料館の展示内容をどのように考えているか。 

あとは質問席にて質問させていただきます。執行部におかれましては持ち時間以内に終わるよ

うに、簡潔明瞭に御回答ください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 齊木議員の質問にお答えをいたします。まず、歴史と文化が色づく豊か

なまちづくりについてと。１点目が天皇陛下の御即位と、皇太子殿下の御即位。 

○議長（蒲池恭一君） 御退位です。 

○町長（髙巢泰 君） 御退位、新元号への対応をどのように行ったかと。 

○議長（蒲池恭一君） 町長、すいません。今の反対です。天皇陛下の御退位、御退位ですね。

御即位って言いなはったけん。 

○町長（髙巢泰 君） 天皇。失礼いたしました。天皇陛下の御退位と、皇太子殿下の御退位。 

○議長（蒲池恭一君） 御即位、御即位。 

○町長（髙巢泰 君） 御即位。新元号への対応をどのように行ったかという質問でございます。

当町では、５月７日火曜日から５月10日金曜までの４日間、午前８時30分から午後５時までの時

間、開庁時間に本庁と総合支所の町民ホールに皇太子殿下の天皇陛下御即位をお祝いする記帳所

を開設、設置して広く町民の皆様の祝意・奉表の場を提供いたしました。結果、本庁101名、総合

支所70名の合計171名の町民の皆様の記帳があっております。なお、記帳された芳名録は県を通じ

て宮内庁へ郵送により届けております。 

 次に、新元号への対応については、平成31年４月２日付で総務省から送付された元号に伴う年

表示の取り扱いについて、国の取り扱いが示されました。この国の取り扱いに準じ、熊本県総務

部私学局長から平成31年４月23日付で県の公文書における会計年度の表記等の取り扱いについて

通知があっております。当町では県の取り扱いに準じ対応を行っております。新元号への具体的

な対応等につきましては、総務課長のほうより説明を申し上げます。 

 次に、金栗四三大河ドラマ放送で観光客が増加している状況で、肥後民家村内の歴史民俗資料

館展示内容をどのように考えているのかというお尋ねです。今年の１月11日に金栗四三ミュージ

アムと金栗四三生家記念館をオープンし、数多くの来場をいただいております。これを機に、金

栗四三氏をはじめ、和水町のたくさんの魅力を発信し、お客様に体感していただきたいと思いま

す。本町には歴史文化の観光資源があります。江田船山古墳、田中城、豊前街道腹切坂など見所

がたくさんあります。そして４月にオープンしました田中城ミュージアム等を含めて地域の活性

化につなげていくことが重要だと考えております。具体的なことにつきましては、教育長および
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社会教育課長より答弁をしていただきます。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君）  

                        総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） それでは、御質問のありました要旨の１番のですね、新元号への具

体的な対応について説明申し上げます。まず、会計年度の名称ですけれども、５月１日以降、原

則として当年度全体をとおして令和元年度とし、これに伴い、当年度予算の名称は５月１日以降

に作成する文書においては令和元年度予算と表記するものといたしました。そのほか改修が困難

な電算システムによる出力する納付書、帳票等。ですね、やむを得ず 様式により平成が残る文

書については当該表示は有効なものとし、混乱を避けるために訂正印や朱書き等による訂正を行

ったところでございます。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君）  

                        教育長 岡本君 

○教育長（岡本貞三君） 齊木議員の新元号への対応をどのようにとったかということの質問に

お答えいたします。新年度の辞令交付式が予定されてました平成31年４月１日に、平成に代わる

新元号令和が発表されました。この元号に対する思いや元号出典の予想などいろいろ報道がされ

ていましたが、和水町の教職員の辞令交付式において国語に造詣の深い教育委員から、令和の出

典短歌の御教授があり、そのことも含めて新たな時代に対する思いを込めた学校経営や学級経営

を、その日参加されていた校長先生方や和水町に新しく就任された先生方にお願いしたところで

す。天皇の御退位や新天皇の御即位の当日は祝日となっておりますので、他の祝日と同じように

児童生徒に祝日の意味や意義については説明はなされたかと思いますけれども、その他の行事は

特におこなっておりません。以上です。 

 次に、肥後民家村の歴史民族資料館展示内容はどのように考えているかということですけども、

肥後民家村内にあります歴史民俗資料館は昭和53年８月に開館し、42年目を迎えております。開

館当時から国指定史跡の江田船山古墳から出土した国宝の副葬品のレプリカを中心に展示し、国

内外から多くの方に御来場いただいてます。具体的な展示内容については社会教育課長のほうか

ら答弁させます。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 社会教育課長 前渕君 

○社会教育課長（前渕康彦君） 具体的な展示内容でございますけれども、大きく２つのコーナ

ーがございまして、１つは江田船山古墳から出土したレプリカを展示したコーナー。そして２つ

目は企画展ということで、特別に期間を設けて展示してるコーナーでございます。まず、江田船

山古墳から出土したレプリカにつきましては、約20点を展示しております。銀象嵌銘大刀、銅鏡、

冠帽、耳飾りなど主要なものでございます。また、江田船山古墳や塚坊主古墳から出土いたしま

した埴輪や土器なども展示をしています。さらに企画展でございますけれども、現在は菊水町史

絵図・地図編で掲載しております近世の絵図・地図展といたしまして、パネル展示を行っており
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ます。今後でございますが、企画展の中では熊本市の植木町にあります田原坂記念館で展示され

ております金栗四三の西南戦争の展示をされておりますが、この資料館でもその品をお借りして

開催できればと思っております。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 要旨①の再質問をさせていただきます。この秋の10月22日、即位礼の式

典、11月14日・15日の大嘗祭が行われる際に、町民の祝意を表す対応はいかがする考えかお伺い

します。 

○議長（蒲池恭一君）  

                        総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） 今後もそういった陛下をめぐるいろんな行事等が行われますけれど

も、今回の退位、それと即位に関しましても熊本県のほうからですね、署名をした部分をきちん

と県でまとめて宮内庁のほうに届け出ますといったようなかたちでの周知がなされております。

そういった県等のですね、情報を得ながらその都度その都度決定をしていきたいというふうに思

います。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 要旨②の再質問をします。現在行っている展示の方針の関係です。金栗

四三大河ドラマ放送で大勢の観光客が町内・町外からお越しになっています。歴史民俗資料館も

御覧になっています。そのような方のおもてなしをする展示が必要だとは考えられませんか。観

光客向けのおもてなし展示の一つの例を提案します。江田船山古墳の出土品は一括国宝となるほ

ど素晴らしいものです。現在も東京国立博物館に特別常設展示がしてあります。その中には国宝

銀象嵌銘大刀。峰に銀で象眼された75文字の漢字は日本の最古のものとされています。令和の新

元号で万葉集が再注目され、日本人の心の表現が聞こえると言われますが、和水町の国宝銀象嵌

銘大刀の75文字の漢字、1500年前の古墳時代の日本人の声が聞こえると言えるでしょう。銀象嵌

銘大刀は、私たちの遠い祖先が町民に対して託された、残しておいてくれたタイムカプセルなの

です。日本一の観光資源と呼んでもおかしくないものです。歴史民俗資料館には国宝のレプリカ

も復元された新品の銀象嵌銘大刀も展示してあります。日本一の観光資源が、今はひっそりと眠

っています。それゆえ、銀象嵌銘大刀、現在展示してあるよりももっと分かりやすく、教育の専

門家が言うには中学生が理解できるレベルで展示することこそが金栗四三大河ドラマ放送でお越

しになった観光客へのおもてなしの展示だと思います。町長はいかにお考えになりますか。合わ

せて、九州史談会最新号会報31号によれば、今から41年前の昭和53年に歴史民俗資料館で国宝里

帰り展が開かれたそうです。築42年の歴史民俗資料館ですが、菊水中学校は築38年、これから改

築して30年間使っていこうとしているところです。いささか古くなっています歴史民俗資料館で

すが、このような立派な展示品が揃っている歴史民俗資料館の資料展示の方法を見直せば多額な
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予算をかけなくても観光客が喜ぶおもてなしはできると考えます。町長は歴史民俗資料館の展示

方針を見直す、改善する考えはありますか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。ただ、この件につきましては、午前中の森議員の質問の中にもご

ざいました。大変こう、全国に誇る、世界に誇ると言ってもいいと思います。そのような出土品

をいかに皆さんに知っていただくかということで、そのへんの周辺整備をしっかりやったらどう

かというようなお話でございました。これにつきましては先ほども申し上げましたけれども、検

討の場を設けてですね、やっていくということがまず大事じゃないかというふうに思います。い

ろいろかたちはあろうかと思います。多くの方々の意見を聞くなり、また、ほかの地域の事例を

参考にするなり、そういったところからですね、まず始めて行きたいと思います。要は、最終的

にはこの財源の問題にぶつかりますので、このへんのことも考えて、しっかりと対応していく必

要があるというふうに思います。やることにつきましては、私もそれに反対するものではござい

ません。なんとかして多くの方々の目に触れるようなこと、方法はいろいろあると思いますので、

そのへんを模索していくことは大事かと思います。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 質問事項２に移ります。生活基盤整備と交通安全、宅地造成と移住・定

住化についてです。 

要旨の１、町内で交通事故が頻発している。スクールゾーンの安全対策も含めて、今後どのよ

うな対応をとるか。この要旨①は、今般、町内で起こりました痛ましい交通事故、また、新聞や

テレビ報道等により子どもや高齢者の交通事故や痛ましい事件が多発している状況なのでお聞き

しています。この質問内容は、スクールゾーンの安全対策は、私が平成30年６月第２回定例会、

12月第４回定例会の一般質問で執行部に質問し、答弁を得ています。また、そのとき答弁いただ

きました町のホームページに掲載してあります平成29年１月改定の和水町通学路安全推進会議、

和水町通学路安全交通安全プログラム、交通の安全確保に関する取り組みの方針も確認してお聞

きしています。そのことを踏まえてお答えが前回と同じ内容の繰り返しにならないようお答えく

ださい。繰り返します。お聞きしたい内容は、今般、新聞やテレビで報道されていますとおり痛

ましい交通事故が頻繁している中、今年度は子どもや高齢者を守る交通安全対策をどのように工

夫するか。または特別なもの、目玉はこの和水町にはあるかどうかです。簡潔明瞭にお答えくだ

さい。 

 要旨の②、旧南小学校プール跡地も候補になっている、町有地の宅地造成工事には優先順位が

あるか。現在、令和元年度、主要新規事業で町有地の住宅造成を計画している場所は何カ所で、

その場所はどこですか。合わせてお答えをお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 何カ所かまで、最初載ってないですけど。 
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○３番（齊木幸男君） そこまで答弁をお願いします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。ただいま、生活基盤と交通安全、宅地造成と移住・定住について

の質問でございます。町内での交通事故が頻発していると、スクールゾーンの安全対策も含めて

今後どのような対応を取るのかということでございますが、町内での交通事故の発生件数は平成

28年度事故件数が33件、死者はありません。負傷者が40名。29年度が事故件数36件、死者はなし、

負傷者46名。30年度が事故件数が19件、死者なし、負傷者24名。令和元年４月末事故件数９件、

死者１名、負傷者10名。以上のような状況になっております。このような状況の中で、町では交

通安全のための街頭指導や町内全小中学校に対し、交通安全教室などを行っております。このよ

うな取り組みの状況につきましては、総務課長のほうより答弁をいたします。以上です。 

○町長（髙巢泰 君） ２番目の。 

○町長（髙巢泰 君） はい。次に、２番目が宅地造成。旧南小のプール跡地も候補になってい

るかと。町有地の宅地造成事は優先順位があるのかということですが、このことについて答弁を

いたします。宅地造成の第１段といたしまして、今年度は老人福祉センター跡地の住宅用宅地造

成事業を開始いたしております。この事業に明確な優先順位はありませんが、旧南小学校プール

跡地も含めた候補地の利用方法や事業計画が決定したならば、ただちに事業を開始していきたい

と考えております。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

                        総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） それでは要旨１の交通事故が多発しているとスクールゾーンも含め、

安全対策ということです。議員おっしゃりましたとおり、以前の議会のほうで回答した内容とほ

ぼ一緒でございます。街頭指導であったり交通安全教室は以前申し上げたとおりであります。な

お、平成30年度の玉名警察署への要望事項を申し上げて回答に代えさせていただきます。信号等

の設置につきましては、板楠交差点、それと菊水インター出入口、三加和温泉センター駐車場入

口、肥後銀行付近の交差点、ことです。これも地元からの要望による部分でございます。管理が

玉名警察署ということで要望を提出しております。と、横断歩道。平野の交差点、それと三菱ふ

そう付近の交差点、迫丸橋付近の交差点。これも要望により玉名警察署への要望を上げておりま

す。それと県道の玉名地域振興局への要望といたしましてガードレールの設置と、下久井原公民

館付近の県道です。と、ゼブラゾーンおよびポストコーンの設置、これ内藤橋横の交差点付近。

こういったものを要望いたしております。以上です。 

○３番（齊木幸男君） 議長。 

○議長（蒲池恭一君） 通告書と違うことを質問されてますんで、それに対してはですよ、再質

問の中でしていただくように、いいですか。 

○３番（齊木幸男君） はい。 
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○議長（蒲池恭一君） はい。今、たぶん答弁がなかったんでですね。いいですか、答弁します？

今んとこ、どうする？いっぺん切ろうか。なら、再質問でしてください。 

○３番（齊木幸男君） はい。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 要旨①から再質問させていただきます。持ち時間の関係上、町内の危険

な場所をすべてお聞きすることができませんので、ピンポイントで取り上げて質問します。危険

な場所は南校区から中央校区にわたる江田川河川敷のスクールゾーンです。小学生も中学生も使

っています。この場所は町民の絶え間ぬ努力によって整備された立派な河川敷の通学路です。し

かし、現在この場所は防犯灯がないので夜は真っ暗です。また、柵の上に取り付けてあったソー

ラー電源の点滅灯も故障していて点滅していないものが多数見受けられます。また、河川敷の柵

も斜めになったり壊れている箇所もあります。道路面の損傷も多数見受けられます。対策一覧表

には取り上げてなく、点検検討対策はないように思えます。町長はこの危険なスクールゾーンを

御存じでしょうか、お尋ねします。 

○議長（蒲池恭一君）  

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。河川堤防を利用したスクールゾーンがあることは承知いたしてお

ります。通ったことはございません。しかし、あの県道を通る際に見えますので、だいたいどう

いう状況になっているかということは想像はつきます。昼の状況、子どもたちの、車まったく通

りませんので、非常に交通の面から見たらですね、安全は非常に確保されているのじゃないかと

いうふうに思います。 

○議長（蒲池恭一君） 学校教育課としてはどがん、今んとこは。学校教育課として、答弁して。 

                        学校教育課長 下津君 

○学校教育課長（下津隆晴君） 齊木議員から御指摘ございました河川のほうの、中学生が主に

自転車で登校していると思います。確かに、転落防止の柵、あれは河川管理用道路を併用した通

学路ということでございますので、これはですね、今後、通学路安全点検の中でですね、ともに

道路管理者である県玉名土木事務所のほうに要望したいと思います。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 改めて再質問します。小中学生の通学路、スクールゾーンが暗くて危険。

防犯灯がない、このような危険箇所をそのままにしておいてよろしいのでしょうか。第２次和水

町まちづくり総合計画の構想、また、町長の公約、教育子育ての支援社会基盤整備の方針にそぐ

わないと思いますが、改めて町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（蒲池恭一君） なら、町長が答弁してください、はい。 

 町長 髙巢君 
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○町長（髙巢泰 君） はい。ただいまの件につきましてはですね、まず現場を１回見らしてい

ただきたいと思います。そうした中で、どのような状況にあるかということをまず判断するとい

うか、現況をしっかりと確認し、その中で検討すべきことは検討してまいりたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 要旨②の再質問をいたします。令和元年度主要新規事業で町有地の宅地

造成を計画している場所は何カ所で、その場所はどこですか。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 宅地造成としましては、今回の補正で上げております老

人福祉センターが１カ所。あとは５月の22日の全協のほうで御説明したとおり南小のプール跡、

それとふれあい広場ということで、２カ所を一応本年度は候補地として提案をしております。し

かしまだ実際には動いておりません。２カ所については以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 議員全協のときにいただきました資料には５カ所になってましたが、残

り３カ所はどうなったのでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 残り２カ所ですよね。執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 前回の３月８日の全協では５カ所ということで、そこは

菊水の里、有明消防本部、菊水分署の上の住宅用地も１カ所を上げてあったと思います。以上で

す。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ほかの場所は、どうするんですかね。住宅地分譲の計画は進んでるんで

しょうか、お伺います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

                        まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） はい。まちづくり推進課のほうでは、まず同意が取れた

場所、それと計画がすぐに実行できる場所ということで、まず５月22日の全協で説明したとおり

３カ所についてはある程度話を進めております。あとの２カ所につきましては、あと今回の解体

があります農就センター跡地も検討しておりますが、それもまた考えがまとまり次第、方針が決

定次第また計画のほうには上げていきたいと考えております。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） すいません、今のとこは、答弁がちょっと違うごた。あの１カ所のとこ

ろはどがんするかだけんですね、はい。それについてだけん、それに答弁をしてください。よか
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です、そのまま。 

○まちづくり推進課長（石原康司君） すいません、あと１カ所につきましては、まだ具体的な

計画が出ておりませんので、もう一度職員間内で検討したあと方針は決定していきたいと考えて

おります。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 人口が１万人を切った和水町、そんな悠長なことでよろしいんでしょう

か。同時進行で進めて行く、それぐらいの気持ちは町長はお持ちではないんでしょうか。再度お

聞きします。 

○議長（蒲池恭一君） 町長の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。それはもうおっしゃるとおりです。とにかく、まずできるところ

から優先的にやって、早く効果が出る方向で持って行きたいというのが現状でございます。そう

した中を進めながらですね、今の懸案事項の所も手を付けていくということで順次対応してまい

りたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 質問事項３に移ります。子育て教育・産業振興・観光・移住・定住化に

ついてです。質問第３に移るにあたりまして、私も町会議員になりまして約１年が過ぎました。

まだまだ町政の調査が不足しています。勉強も不足しています。質問事項３を行うにあたり、菊

水区域小中学校校舎建設事業を確認する必要がありますので、お尋ねします。私は現在、日本は

異常気象、地震、いつ何どき自然災害、天変地異が起きるか予想できない時代になっていると考

えます。この状況の中で、公共の建物、町の建物は長期間経過し、自然の摂理で劣化し、古くな

ったら新しい安心安全なものに建て替える必要があると考えます。もちろん修理して使うことを

否定するものではありません。常に公共の建物は安全性が担保され、保証されてなければならな

いと考えます。そこで、菊水区域小中学校校舎建設事業の経過を確認すると、和水総合グラウン

ドおよびその周辺にて小中学校併設型新築による統合と、菊水中央小学校および菊水中学校の耐

震改修による統合の２つの計画があり、平成28年の住民投票で校舎の耐震改修による統合が選択

されました。その後、平成30年、髙巢新町長と新執行部が誕生しましたが、平成28年の住民投票

で耐震改修による統合事業は進められました。今回、菊水地区学校給食の共同調理場整備計画が

上程されたことで、町民なら至極自然な疑問が湧きます。それゆえ、前日も本日も一般質問で複

数の議員からその質問がありました。私なりに整理すると、髙木議員の一般質問で、髙巢町長は

前町長から仕事の引継ぎを受けた際には菊水中央小学校および菊水中学校の耐震改修による統合

の計画に当然含まれているはずの給食共同調理場建設が含まれていないにもかかわらず、この問

題の件に対する引継ぎはなかったと答えられました。また、耐震改修による統合事業は住民投票
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の重要な資料になった広報なごみ号外の改修説明にあった工事期間中の仮設校舎を設置せずに工

事は行われました。仮設校舎を設置して子どもたちの安全を図り、工事を行うとの約束が果たさ

れなかったのです。それは、総事業費をどうしても21億1,000万円におさめるためだったのかもし

れません。子どもたちの安全より総事業費が大切だったのかもしれません。その上、菊水中央小

学校および菊水中学校の耐震改修による統合には、菊水総合グラウンドの設計費約１億円、元気

交付金の返還額約１億円、和水総合グラウンドの現状回復費約２億円、合計４億円。町民の税金

約４億円の支出が伴っていたことの説明が不十分ではなかったか。そして、改修工事終了後は昭

和52年建設の築42年の菊水中央小学校、昭和56年建設の築38年の菊水中学校を今後30年間にわた

り安心安全に学校として使っていくためには、新築したときよりも多額のメンテナンス費用が発

生すること。30年間のメンテナンス費用として予定されているのは、菊水小学校新築部分5,840

万円、菊水小学校大規模改修部分１億60万円、菊水中学校１億601万円、合計２億6,501万円が必

要になるとの説明も町民には不十分ではなかったのか。合計６億円、忘れないでください。合計

６億円、この金額で町の事業は何件できたでしょうか。素朴な疑問が湧きます。この件の答弁は

不要です。 

 質問事項３、要旨の①、玉名圏域・山鹿市定住自立圏共生ビジョンによる図書館や和水町総合

グラウンドの相互利用の状況と人数はどうなっているか。 

２、要旨の２、菊水地区学校跡地の利活用をどのように考えているか。 

要旨の３、菊水区域学校統廃合事業と共同調理場整備事業が進展している中、学校給食費補助

をどのように考えているか。答弁を求めます。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） まず、子育て教育・産業振興・観光と移住・定住化についての質問でご

ざいます。玉名圏域・山鹿市定住自立圏共生ビジョンによる図書館や和水町総合グラウンドの相

互利用の状況と人数はどのようになっているかというお尋ねでございます。玉名圏域定住自立圏

共生ビジョンは、玉名市、玉東町、南関町、和水町の１市３町で構成しており、平成28年にはビ

ジョンを策定し、平成29年度から５年間の事業となっております。また、山鹿市・和水町定住自

立圏ビジョンは、平成30年度に策定し、今年度から５年間の事業となっております。和水町は近

隣の市町と文化、教育、社会経済等のさまざまな面において地域間の深いつながりを有しており

ます。住民の日常生活圏の広がりにより関係性が強くなってくると考えます。定住自立圏共生ビ

ジョンを実践することにより、広域的な地域の発展を目指しております。その中で教育振興の面

では図書館の相互利用や、スポーツ等による交流促進事業を実践しているところです。具体的な

ことにつきましては、あとで教育長および社会教育課長のほうから答弁がございます。 

 次に、菊水区域学校跡地の利活用についてということでございますが、菊水区域の小学校は平

成32年、令和２年４月から中央小学校に統合され、３つの小学校が廃校となります。このような

状況の中で、平成25年３月の最終報告書の答申を踏まえ、町民共有の貴重な財産であるという認
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識のもと、地域性や効率性を考慮しながら髙木議員の質問でもお答えしたとおり、民間事業者等

への譲渡も含めた町の活性化に繋がるような具体的な提案を早急に行う必要があり、かつ、今後

のまちづくりを実行していく上でも重要な課題であると認識をいたしております。 

 次、３つ目が菊水区域学校統廃合事業と共同調理場事業が進展している中、学校給食費の補助

はどのように考えているかということでございます。これにつきましては、私もできることなら

是非これは実現させたいという思いでおるところでございます。ただ、財政負担が相当要します

ので、始めたからには途中で辞めますと言うわけにはいかないというふうに思います。だから継

続性が大事でございますので、単年度にしたらですね、いつでもできると思います。しかし、継

続してこれをやっていくということになりますと、それなりの財政的な裏付けが必要でございま

すので、そのへんの兼ね合いを見ながらしっかりと対応していくことが大事というふうに思いま

すので、まずはそのへんの検討が先であるというふうに考えております。そのへんがクリアでき

ますならば是非やりたいという思いは持っております。今も変わりはございません。まずは財政

的な措置がどうなるかということが課題だと思います。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 教育長 岡本君 

○教育長（岡本貞三君） 玉名域圏・山鹿市定住自立圏共生ビジョンによる図書館や和水町総合

グラウンドの相互利用の状況ということですけど、このビジョンでは平成29年度から圏域内の図

書館における相互利用を図り、住民の教養向上に取り組んでおります。山鹿市・和水町定住自立

圏ビジョンでは、今年度から図書館の相互利用とスポーツによる交流促進事業を図っております。

図書館の相互利用につきましては、圏域の住民が関係市町の図書館や図書室を利用できるように

して住民の交流や教養の向上に取り組んでおります。また、山鹿市とはスポーツ団体同士が交流

することで地域が活性化し、健康増進にもつながるため、各市・町で開催する既存のスポーツ大

会等への参加の呼びかけを相互に拡大して行うようにしています。具体的な現在の実績について

は社会教育課長から答弁します。 

 それから、３の給食費補助についてですけれども、これにつきましては、先ほど町長よりあり

ましたように町の財政との関係でできることだと思いますので、もし補助をするとしたら、その

補助をしたあとのこともですね、いろいろ考えた上で検討を要する課題だと思っております。以

上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 社会教育課長 前渕君 

○社会教育課長（前渕康彦君） 30年度の図書館等の利用について御説明申し上げます。玉名市

の図書館を利用している和水町民は666人、和水町の図書室を利用している玉名市、山鹿市、南関

町および玉東町の住民の方は69人となっております。また、山鹿市との図書館相互利用は今年度

からスタートしておりますので、現在のところ、山鹿市の個人カードを作成した和水町民は約２

カ月間で93人となっております。今後、利用がますます促進されるものと期待をしております。
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なお、スポーツの交流促進事業はこれからの取り組みとなります。和水町では金栗四三マラソン

大会の周知を山鹿市に依頼して促進を図ってまいりたいと思います。また、既存のスポーツ団体

等に説明をして山鹿市の取り組みによる相互交流も促進を図ってまいりたいと考えております。

なお、お尋ねの総合グラウンドの利用状況につきましては、平成30年の実績で玉名市民が255人、

山鹿市民が135人の利用となっております。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 要旨①の再質問をします。日本初のオリンピック選手がいる、金栗四三

先生がいらっしゃる和水町。スポーツと文化活動に力を入れずにしてよいのでしょうか。まちづ

くり総合計画の笑顔輝き魅力溢れる和水町、将来像を目指す基本構想の主旨とは、今のお答えで

は大分乖離していると思います。定住自立圏共生ビジョンの更なる振興を町長に求めますが、町

長はこの定住自立圏共生ビジョンの、更に推し進めることをどのようにお考えでしょうか、お答

えください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。定住自立圏のビジョンに向かっての、言うなら推進、これは非常

に大事なことだと思います。相互にお互いに利用できるところは利用し合い、無駄をお互いにな

くしていこうというようなことに繋がってまいりますので、わざわざこちらで準備しなくても、

隣の町にちょっと足を延ばせば豊富に、そういう利用できるという、それぞれのメリットがござ

いますので、お互いに従来のような一つの町ですべてを揃えるというようなことができるならば、

それが一番いいかと思います。また、町民の皆さんもそのほうが便利でしょう。しかし、広域的

に今なっておりますので、やっぱ広域的に利用し合う、お互いに助け合うというようなことは、

これからますますですね、そういう方向になっていくと思いますので、私は今後ともこの推進に

しっかりと力を入れていきたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 要旨②の再質問をいたします。平成30年第３回の定例一般質問で私が質

問したところ、町長がこの秋から学校跡地検討委員会を立ち上げ、利活用の方向性を検討する。

また、検討にあたっては和水町の人口減少対策の観点から企業誘致や住宅団地整備などを念頭に

課題解決に取り組んでいくと答弁いただいております。検討委員会の立ち上げはいかになったの

か。また、町民の方は菊水南小学校、菊水西小学校、菊水東小学校の跡地利用に強い関心を寄せ

られています。早急に分かりやすく町民に説明することが必要と考えますが、合わせて町長の答

弁を求めます。 

○議長（蒲池恭一君）  

 町長 髙巢君 
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○町長（髙巢泰 君） はい。ただいまの件につきましてはですね、来年の４月になりますと菊

水地区の４小学校が統合いたします。そうしますと、３小学校が空いてくるというようなこと。

このへんをどう活用していくか、また、もうすでに三加和地区ではもう統合が終わっております

ので、その中で利用をどうするかという課題も正直残っております。総合的にそのへんをですね、

一応更地化すると、平成25年だったかと思いますけれども、一応更地化して、そのあと対応を考

えるという利活用を図っていくというようなことに一応結論付けは出ていたんではなかったかと

思います。それは。 

○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。町長、そこんところは大事なことだけん、ちょっ

と大事に答えてください。 

 

休憩 午後２時22分 

再開 午後２時23分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○議長（蒲池恭一君） ちょっと待ってくださいね、すいません。もうちょっと。これは、つい

とらん。はい、オッケーです。 

○町長（髙巢泰 君） ただいまの件につきましては、担当課長のほうから説明をいたします。 

○議長（蒲池恭一君）  

                        まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） はい、学校の跡地につきましては、今、町長のほうから

ありましたように平成25年３月に和水町学校跡地等活用検討委員会のほうで、一応最終の報告書

が出されております。しかしながら、そこでは、まだ学校の統合についてはハッキリしておりま

せんで、三加和地区の全部と菊水中学校も含めたような答申がなされております。その中で、今

回、新たに１日目の髙木議員から神尾小学校の件がありましたが、それと同様に、今回の３校が

閉校になりますので、まずは庁舎内で検討を行ってですね、そのあと９月以降、オッケーが出れ

ば検討委員会等の立ち上げを行って、もう一度それを含めた委員会をしていかなければいけない

かなということでまちづくり推進課のほうでは考えております。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 今現在はまだ検討委員会は設置しとらんやったっていうことですね。さ

っきの質問んところですよね。そこを答えてください。ちょっと待ってくださいね。まだマイク

が。 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 今のところは設置のほうはしておりません。以上です。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 
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○３番（齊木幸男君） 要旨③の再質問に移ります。日本では学校給食がない地域もあるそうで

す。幸い和水町は学校給食を提供しています。現在、日本国中で学校給食を提供することは、子

どもの食の貧困・食の格差を是正する有効な手立てとなると大きく取り上げられています。給食

費補助は貧困家庭の子どもを守る手立てになります。低所得の方は正常家庭の４分の１の所得し

かないそうです。その上、過重労働を強いられ、困った人ほど声は上げられないと言われていま

す。それゆえに、この学校給食費の補助は大変必要な事業だと考えます。また、学校給食費の段

階的な補助は移住・定住の決め手にもなると考えます。町長公約のとおり、学校給食の段階的な

無償化をこれから実現していく気持ちがあるかどうか、そのことだけをお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 町長の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。学校給食につきましてはですね、私は是非やりたいという考えは

まったく変わっておりません。ただ、先ほどから申しますように、要は財源をどうするかという

ことだと、これに尽きると思います。ですから継続的な、まず予算の確保が必要であるというこ

と。それから、また食材費の高騰などに対する対応をどうするかということ。それから、食育へ

の関心の低下や無償化を当然とする意識の高まり。あって当たり前というようなことではですね、

これもどうかなと、そのへんが懸念されるというような課題があると。それから、無償化の成果

の把握、どれだけの成果が出たかというようなこと等々が考えるわけでございます。我が町もま

ったく助成をゼロというわけではございません。いくらかは助成をやっている町でもあるわけで

す。しかし、金額的にはもうわずかでございますので、このへんは何とも言えませんけれども、

今申し上げたことが一番課題で残っとると、そのへんがクリアできるならばですね、是非やりた

いという思いは変わりません。ただ現状は、財政的にですね、ここのところ非常にこの大型案件、

事業の進めた、学校統合等々でですね、大きな事業進めてきましたので、財政的には非常に厳し

い状況にあるということです。 

○議長（蒲池恭一君） いくら補助しとるか。よかですか、はい。 

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ③に関して関連質問をさせていただきます。職員の雇用を守る問題です。

共同調理場整備が進む中、そこで働く人は通常よりも仕事の面で多くの負担がかかると予想され

ます。工事にあたり引越し作業、工事のときには別の仕事、また新規共同調理場の立ち上げの仕

事、予想できない困難な仕事が待っていると思われます。また、町では働かれている皆様は正規

の公務員の職員の方、臨時の職員の方、非常勤の職員の方、そして今後は会計年度職員も加わる

そうですが、このような雇用状態が変わる中に、職員の健康と働き方、共同調理場に係わる人々

の雇用をしっかり守っていく考えは町長はあるかどうか、そのことをお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） ただいまの件につきましてはですね、現場で働いていただいております
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職員の皆さん方のまず健康はしっかりと守っていく必要があると思います。健康無くして仕事は

できませんので。それから、今後、職員の処遇のことも含めましてですね、今後の検討課題だと

いうことで答えをさせていただきます。 

○議長（蒲池恭一君）  

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） ③に対して関連質問をいたします。学校給食共同調理場を維持していく

ためには多額の予算もかかります。少子高齢化の和水町では負担は増大するでしょう。町長は昨

日の坂本議員の一般質問で、将来、町内すべての学校給食を提供することも予定し、設計を行う

と答弁されました。経費を削減する有効な手立てになるでしょう。日本国中で同じ悩みを抱えて

る自治体は多いようです。経費を補うために給食調理場を地域の施設と位置付け、北海道では災

害時に炊きだし機能を持たせた給食施設にしています。また、一般の人が学校給食を食べられる

レストランを併設したり、兵庫県では高齢者に給食を提供したりしています。学校給食のみでは

なく、別の機能を共用することで学校給食、この設備の経費を補っています。町長は共同調理場

の改築の計画に当たりいろいろな方法は考えられますが経費を抑える工夫をすることをどうお考

えかだけお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 経費の削減は何ですか。 

○３番（齊木幸男君） 経費の削減を考えているかどうかをお答えください。今言った内容。 

○議長（蒲池恭一君） どういうところの経費の削減ですか。 

○３番（齊木幸男君） 維持管理ですね。 

○議長（蒲池恭一君） 維持管理の経費の削減ですか。 

○３番（齊木幸男君） はい。維持管理、ならびに年間の予算ですかね。給食共同調理場に係る、

共同給食調理場を運営していく中で経費が多額に考えられますが、その経費はできるだけ抑える

ためにいろいろな方策がありますので、そのようなことも取り入れていくかどうかお考えになっ

ていますかということです。 

○議長（蒲池恭一君） 答えられるね、下津さん、下津課長、ちょっと難しかなぁ。 

○３番（齊木幸男君） ちょっと一旦、休憩していただいていいですか、なら。 

○議長（蒲池恭一君） しばらく休憩します。 

 

休憩 午後２時31分 

再開 午後２時32分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質問はありませんか。 

 ３番 齊木君 

○３番（齊木幸男君） 今、述べました経費を抑える工夫を要望いたします。 
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 次に、再質問をさせていただきます。給食共同調理場整備計画が上程されましたことで、改め

てお聞きします。新規の給食共同調理場で、町内への食材を使い、給食の美味しさ日本一を目指

す考えはありますか。更によい学校給食を提供するためには目標が必要と考えるためです。町長

にそのお気持ちをお伺いいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。給食は子どもたちにですね、やはり、温かいできたての温かい給

食を提供したい。しかも栄養満点で美味しいやつをですね、提供したいというのが、これは皆さ

ん、やっぱ担当しておられる職員の皆さんもそうだろうし、私もそこが一番大事じゃないかと思

っております。ただ、経費削減の努力は当然、何をするにしても必要でございます。これはしっ

かりと安い費用で栄養満点の食事を提供できるということを常日頃から考えながらですね、調理

はやっていただいていると思います。でないと経費が膨らむばかりということでございますので、

特に、これからはですね、そのへんをしっかり視野に入れながら運営をしていくということは、

しっかり頭の隅に置きながら対応していくべきじゃないかと考えます。 

○議長（蒲池恭一君） はい。 

 ３番 齊木君 

○議長（蒲池恭一君） 簡潔にお願いいたします。 

○３番（齊木幸男君） 答弁いただきました「いだてん」大河ドラマの和水町、日本人初のオリ

ンピック選手がいる和水町、金栗四三先生の誕生の町の学校給食は日本一美味しいと言われる学

校給食を提供していただきたいと希望し、締めに当たりまして町長は和水町の明日を切り拓くた

めに決断をされました目標は定まりました。補正予算が成立したあとは、その実現のために実行

力を見せていただきたいと考えます。この課題が解決されたならば、日本国中の人が和水町に家

を建てて暮らしたい、そう考えるでしょう。健全、正常な移住・定住化が進展すると思います。

そのことが私の一般質問の中心であり、町議会議員としての一貫した行動の原点です。以上で、

３番議員、齊木幸男の一般質問を終わります。 

○議長（蒲池恭一君） 以上で、齊木議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。45分からでいいかな、45分から始めます。 

 

休憩 午後２時35分 

再開 午後２時45分 

 

○議長（蒲池恭一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問最後に、白木議員の発言を許します。 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） 皆さん、こんにちは。２番議員の白木淳でございます。本日はお忙しい
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中、傍聴にお越しいただきましてありがとうございます。 

 令和元年６月定例会最後の一般質問でございます。長時間の議会でお疲れとは思いますが、し

ばらくお付き合いください。 

 私が議員になって１年が経ちました。わからないことばかりで、町民の皆さんのお役に立てて

いるか心配ではありますが、これからも、いいことはいい、悪いことは悪いと、はっきりともの

を申す議員でありたいと思います。 

 同じく１年が過ぎた髙巢町長におかれましては、日々、町民のための政治に尽力されているこ

とと思います。しかしながら、考えていかなければならない課題や重要な案件は数多くあります。

できることからこつこつと、しっかり努力していただきたいと思います。 

 それでは、通告しておりました３項目についてお伺いいたします。まずはじめに、１、和水町

職員の働き方と健康管理について。１、和水町の発展のために大変尽力された現職の職員が５月

23日に亡くなられました。これは町にとっても大きな損失と考えられます。入退院を繰り返され

ておられましたので、町長自身、一緒にお仕事をなさっていたかはわかりませんけれども、現職

の職員が亡くなられたということについて、どう思われるかお聞かせください。２、職員の健康

診断は適切に行われているか。３、ストレスチェックなど行われているが、心の健康のための対

策を講じているか。４、住民サービスに直結する課に至っては、県からの事務権限移譲が多くな

っているが、このままでは職員の負担が増えるばかりである。ＲＰＡの導入や抜本的な組織改革

などを考えてはいるか。以上４点です。再質問以降は質問席にて行います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 白木議員の質問にお答えをいたします。 

 まず１点目が、和水町職員の働き方と健康管理についてということで、質問の要旨は、和水町

発展のために大変尽力された現職の職員が５月23日に亡くなられた。これは町にとって大きな損

失と考えられるが、町長の考えはどうかということでございますが、これにつきましては、皆さ

ん御承知のとおり、５月23日の日に、町の管理職であられました職員がお亡くなりになられまし

た。これにつきましては、まず御本人の御冥福を心よりお祈りを申し上げたいと思います。亡く

なられたこと、本当に残念で残念でなりません。本当にもっと早いうちに何とかならなかったの

かなという思いがいたしております。 

 当人は、昭和59年の７月に入庁されておりまして、約30年以上、30有余年、和水町のために一

生懸命頑張ってこられました。心より感謝を申し上げたいと思います。その働きぶりは常に誠実

で、しっかりと前を見つめて、自分の身を粉にして頑張ってこられたことがしっかりと目に映っ

ております。私も、実際一緒に仕事をしたことはございませんけれども、同じ場におる中で、そ

の様子はいつも見ておりました。本当に素晴らしい人を亡くしたなと。和水町にとりましても、

大きな損失であるというふうに思います。本当に残念であったというふうに思っております。常

に明るく、何ごとにも誠実に取り組んでおられたこと、このことを私たちもしっかり心に刻んで、
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亡くなられた方の思いも我々がしっかり受け止めて、今後何ごとにも取り組んでいかなければな

らないという思いでございます。改めて御当人の御冥福を心よりお祈り申し上げたいと思います。 

 次に、職員の健康診断は適切に行われているかということでございますが、和水町の住民サー

ビスを提供する職員は、まず心身ともに健康であることが不可欠であると考えます。そのために

も、快適な職場環境の実現のため、職員の安全と健康の確保に努めなければならないと思います。 

 職員の健康診断に関しましては、和水町職員安全衛生管理規程に沿って行っており、職員の健

康確保のため、４月採用者には採用時健康診断、また、その他の職員には１年１回の定期健康診

断等を実施いたしております。正職には、熊本市の市町村共済組合の補助を受け、人間ドックを

受検しておりますが、人間ドックを受検できなかった職員や非常勤の職員に関しましては、毎年、

和水町立病院と健診の委託契約を結び、職場健診を実施いたしております。 

 また、平成30年度からはデータヘルス企画として、健診結果をもとに、リスク保有者に関しま

して、生活習慣改善へ向けた適切な面接指導を、共済組合、町立病院、和水町で連携して行って

いるところでございます。 

 ちなみに、平成30年度の人間ドック受検者は117名。職場健診者が154名でございます。これは

非常勤の職員さん、正職員も含めてでございます。 

 次に３点目、ストレスチェックなどが行われているが、心の健康のための対策は講じているか

という問いでございます。職員の業務も多岐にわたり複雑化しており、心理的な負担も感じてい

る職員も少なくない状況であると認識いたしております。職員の健康促進のために、ストレスチ

ェックをはじめ心の健康づくり、メンタル不調の早期発見、疾患管理等復職支援等の段階を踏ま

えたメンタルヘルス対策を総合的に行い、よりよい職場環境の整備に努めております。ストレス

チェックの具体的な手法につきましては、後で総務課長より答弁をさせます。 

 次に４点目、住民サービスに直結する課に至っては、県からの事務権限移譲を行っているが、

このままでは職員の負担が増えるばかりである。ＲＰＡの導入や抜本的な組織改革などは考えて

いるかということでございます。熊本県では、地方分権が進展する中で、平成25年３月に今後の

事務権限移譲推進指針を定め、特色あるまちづくりの推進、住民サービスの向上などを基本的な

考えとして、市町村への事務権限移譲を更に積極的に進めることとされております。平成30年度

までに11組合の権限移譲があっており、それに伴いまして、熊本県から125万2,000円の交付金が

あっております。 

 一方、このような背景の中で、当町では平成19年１月に作成された和水町行政改革大綱をもと

に集中改革プランを作成し、退職者に対する職員の採用を控えるなど、職員数の削減に努め、経

費削減などに取り組んできました。しかしながら、現在は多岐にわたる新たな事務や地方分権に

伴う業務量の増加等により、職員への負担は確実に増していると認識をいたしております。 

 このような中でのＲＰＡ導入、これまで人間がやってきた定期的なパソコン操作を、ソフトウ

ェアのロボットにより自動化するものや、抜本的な組織改革についての御質問ですが、まずＲＰ

Ａ導入ですが、近年ではロボテックスやＡＩなど先端技術を活用した行政改革も進められており、
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職員の負担軽減につながり、安全かつ良質な公共サービスが確実かつ効率的に実施され、費用対

効果面でも十分採算がとれるようであれば、当町においても今後検討していきたいと考えます。 

 次に、抜本的な組織改革についての質問ですが、合併以来、組織改革は何度となく繰り返され

てきて現在に落ち着いております。これらを踏まえ、抜本的な組織改革とまではいきませんが、

各部署の事務分掌の見直しによる組織再編などについて、職員の負担軽減、事務の効率化、住民

サービス向上といった観点から、今一度検証したいと考えております。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） 質問の要旨⑶のストレスチェック等々についての具体的な手法につ

きまして御回答したいと思います。 

 ストレスチェックに関しましては、職員の心理的な負担の程度を把握するため、和水町ストレ

スチェック制度実施規程というのがあります。これに沿って行っております。ストレスチェック

の実施者は、和水町職員安全衛生管理規程、この管理規程がございますので、それに設置されて

おります産業医が行い、ストレスチェックの受検対象者は、６カ月以上雇用されている非常勤職

員を含む全職員でございます。ストレスチェックで高ストレスであった職員に対しては、産業医

が面談を行い、面談指導によっては、就業上の措置が必要と判断される場合、産業医からの所属

長に意見書が提出されますので、必要に応じて職場環境の改善を行っているところでございます。 

 また、ストレスチェックでのメンタル不調者の発見だけでなく、管理職担当職員は、職場のメ

ンタルヘルスについて理解を深め、また、ストレス症状が見られる職員への適切な対応や、職場

環境を改善するスキルを養うためのセミナーに毎年参加をいたしております。 

 そのほか、職員への情報提供として、健康電話相談、カウンセリングを掲載している心サポー

ト便りを毎月回覧し、管理職を中心とした職場の組織全体のケアに活用いたしております。 

 様々な業務を行う中でメンタル不調を訴える職員も少なくありません。不調を訴える職員には、

面談の中で、まずは丁寧に向き合い、その原因を把握し、産業医等の意見等も聞きながら、改善

に向けて対応を行っているところでございます。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） ほかに質問ありませんか。 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） まずは先月亡くなられた職員の方の御冥福を心よりお祈りいたします。 

 亡くなられた職員の方、私は小学校の部活動のサッカーの時に初めてお会いしまして、うちの

父が三加和太鼓をその当時やっておりまして、あちらのほうから「白木君だろ」というふうな感

じで話をかけていただきました。それからあいさつする程度だったんですけれども、うちの嫁と

あちらの職員の奥様が同じ会社だったので、先輩後輩の間柄ということで、縁で大変良くしてい

ただきました。 

 先ほど町長も仰られましたけれども、本当真面目で明るく気さくで、誰からも愛されるような、

町の奉仕者たる公務員の見本のような方だったと私も認識しております。病気されたと聞いた時
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には、あの本当に元気な方がと耳を疑いました。 

 病気は年齢に関係なく起こる、これはもうしょうがない、人間の摂理というか、そういうもの

でございます。でも、一番の要因、最近はストレスと。ストレスが一番、がんでも何でもストレ

スが一番やっぱり要因ではないかというふうに言われております。 

 私、今こんな所でこうやって立ってますけども、２、３年前ならば考えられないぐらいうつ病

がひどかったんです。私が26歳の時にうつ病になりまして、その当時、結婚してすぐで、子ども

ができて、仕事も大変忙しかったものですから、うちの勤めていた会社の方とも人間関係がうま

くいっていなかったとか、そういうストレス、どれがストレスかはちょっと自分でもわからない

んですよね。でも、いきなり突然、心臓発作というか、心臓がバクバクしてですね、わからない

まま病院に運ばれたんです。 

 で、それからそれを契機として、今度は胃痛、頭痛、もう何でも痛いんです、どこそこ。それ

が転々とするんです。そこばっかり痛いんじゃなくて、またこっちが痛い。こっちが痛いと思っ

たら今度はこっちが痛い。それのずっと、病院にその頃６軒ぐらい通っておりました。いろいろ

な病院にですね。 

 それで33歳の時に、もう投薬が要らなくなったと思って病院に行ってなかったんですけれども、

２年後にまた再発しまして、それもストレスだったと、それはもう自分でストレスだったのは覚

えているんですけれども、今も投薬治療を行って、どうにかここに立てている、昔に比べれば良

くなったんで、立てているような状態でございます。 

 私が罹患した時は、まだそのうつ病に対する世間の認識というか、大体怠け病とか心の風邪な

んていうのが、20年近く前言われておりました。最近ではうつ病のメカニズムが紹介されるよう

になりまして、本なんかもいっぱい出て、現代、３人に１人はなるとか、日本の現代病なんてい

うふうに言われて認知されるようになってまいりました。 

 私が通院している病院の先生にお尋ねしたところ、最近多い患者さんというのがおられまして、

介護士さん、最近では。また、保育園の先生とまた公務員が最近多いというふうにお聞きしまし

た。この中で、トラブルがあったり仕事上で悩んだり、実際うつ病になった場合の解決するため

のマニュアルがあるかということでお聞きしようと思ってたんですけども、先ほど⑶の中でメン

タルヘルス対策ということで、あるということだろうと私は思いますので、もうこの件について

は聞かないでおきます。 

 本来ならば、本当ならば、人間関係が良ければあまりトラブルというのは大体ないんですよね、

基本的には。いろんな人間がおりますから、いい上司、いい部下、なかなかめぐり合わせという

のはそう簡単ではないので、ここにおられる課長さんたちは、部下思いのいい上司だと願うばか

りでございます。 

 あくまで、今から例え話ですけど例を挙げます。仮に職員が病気やけがで職場から離脱すると。

そすと、一番困るのは当人の家族、これはもう当たり前のことですよね。でもその当人一人がい

なくなったことで、周りの同僚、上司、これは困るわけですよね。その仕事が今普通に通常であ
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る仕事を、一人抜けたことによって周りが1.2倍ずつとか増えていくわけですよね。１でしよると

を、その人がいなくなったことをみんなで分け合うもんだから1.2ぐらいに増えたとしますよね。 

 そしてまた、今度は休んでいる間に次の1.2に増えた人が、またストレスで病気にかかったと。

長期療養しなくちゃならないで、それのずっと繰り返しで、だんだん人がいなくなった場合とか、

このなくはないんですよね、これから先ずっと、もう今その法律やなんかでちゃんと休ませるよ

うにとか、そういうふうになっているわけですから、疎かになると。結果、住民サービスに支障

を来すということが最終的には考えられるわけですよね。 

 今の世の中、病気に限らず、政府が進めている男性の育児休業なんかもとりなさいなんて、最

近、新聞・テレビで賑わせておりますけれども、もしこれを公務員の方がとるようになったらど

うなるんでしょうか。民間の会社には政府の方針だから押し付けて、男性の育児休業とらせなさ

いよって言ってるけど、皆さん仕事がいっぱいあるのに、いきなりぽすと課長がいなくなったり

したら困りますよね。 

 そういう場合の、極端な話ですけども、もしそうなった場合どうされるか、どう思われるか、

そこをお答えいただきたいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 

 総務課長 上原君 

○総務課長（上原真二君） まず、そういった職員も数名おりますので、これまでの対応した実

例を申し上げます。 

 なかなか、病気になりますと、こちらも病気ですので診断書が出ます。で、向き合ってしっか

り話を聞きます。いろんな原因が言われますので、改善に向けたことを検討します。ただ、やり

方としては、もし奥さんがおられたら、奥さんも次回に連れてきてくれということで。で、本人

はなかなかやっぱり責任感が強くて、何とかせないかんと。でも病気だと。だから、なかなか詳

しく教えてもらえない場合があります。そんなときは家庭での状況を、奥さんと一緒になって聞

いて、たまには奥さんだけを呼んで、私じゃないですけど、うちの女性のほうの職員が、女性と

女性でそういう状況をしっかり把握をやりよります。 

 そういった形で、薬も変えてみたらとか、町立病院の産業医さんを紹介したりとか、あと保健

師さん、なんかにそういう病院、症状によっては紹介状を産業医の方に書いていただくとか、様々

な手立てでそういった精神的な疾病に対しては対応してきているところでございます。 

 続いて、ほかにもいろいろ介護の休暇とか、それは数日なんですけれども、実際、そういう介

護休暇とかとられている職員もおります。年齢的にですね。ただ、長期休暇というのは、なかな

かございません。私たちが長期でってなれば、それは当然、これは私の私的な考えですけれども、

私がなったら、その課長職がおらんじゃどうしようもありませんので、例えばその、課長が二人

おるわけにはいきませんのでですね、審議員とか辞令の発令で、その穴をまた新たな者が課長に

なるとか、長期の場合は、やはりそれは致し方ない分なのかなと。最終的には町長とかが決断さ

れますけど、そういう方法しかちょっと見当たりません。 
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 ただ、職員の管理職じゃない職員については、ある程度はやはり、特に今「いだてん」とかそ

ういった大きな行事でそこに職員を割いたりしておりますので、そういった普通の職員というか、

管理職じゃない職員については、その期間によって何とかほかで賄えるものなら、できるだけそ

こで賄っていただいて、長期になるのであるならば、そこの人事も含めて、人事の発令も考えて

いくと。基本的にはそういうことなのかなと。すいません、ちょっと私が代弁させていただいて

おりますが、そういった処置をとらざるを得ないのかなというふうに思います。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） 私が議員になる前までは、公務員は楽だろうねと思っておりました。昔、

実際20年前、合併する前とかは、そこまでその今のような状態じゃなかったかなと。勝手に外か

らしか見ないのでわかりませんけども、最近、この議員になってから、いろんな課の方を見たり、

夕方遅くにこの庁舎に来たりするようになって、これはブラック企業だなと。ブラック企業より

も悪いかもしれない。ブラック企業は訴えればどうにかなるけど、公務員は訴えようにも訴えら

れんですよね。これはなんかすごいなと感じたんですね。土日は皆さん行事があるわけですよね、

何か町の催しだったりとか。夜は、夕方５時過ぎまで普通の受付業務して、それから今度は書類

のお片づけというか整理するのに、もう７時、８時とか、議会前は10時、11時、そんな感じです

よね。 

 これはちょっと、このままだと本当、病人というか死人が出てもおかしくない感じですよね。

住民サービスの多様化とか権限移譲で労働環境がとても私はちょっとひどいなと。劣悪というか、 

なっていると見てとれるんですよね。 

 仕事は遊びじゃないのでちゃんとしてもらわないと困るんです、これはもう当たり前ですけど

も。で、そのために長時間労働の是正、窓口業務の簡素化、先ほど言ってましたＲＰＡの導入、

お金の面がありますのでそう簡単にいくことではないですよね。また、職員を増やせと、この前

町長に言ったことがありますけども、合併当時からすると増えてるんですよね。私調べてみまし

たらそうだった。もうこれ以上増やすこともできない、なぜなら人口はどんどん減っているから

ですよね。 

 環境、この仕事をしやすい環境を作るのは、やっぱり町長、副町長、そこらへんの皆さんの、

これはもう責務だと思うんですよね。それこそ最近新聞に出とりましたけど、大分県の県職員、

佐賀県の県職員、裁判ごとになってますよね。それこそ、今はまだ一人かなんか、さっき総務課

長が言われた心の病、よその町の話ですけども、５人、６人と病院に通って長期休養をしている

人がいるんですよね、話聞くと。このままだと本当、そうなることもあるかもしれませんので、

ちょっと考えてもらえるかお聞きしていいですか。 

○議長（蒲池恭一君） 副町長、いきますか。 

 副町長 松尾君 

○副町長（松尾栄喜君） 今、白木議員御心配のとおりだろうと思っております。私もこれまで
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いろいろ勤めてくる中で、心の病抱えている者をたくさん知っております。そしてまた、一度な

りますとなかなか回復まで時間がかかるというのが実情だろうと思っております。 

 解決策、なかなか急には見当たりませんが、先ほどお話があったように、町長なり私、副町長、

そして、何よりも幹部職員が、しっかり部下の職員の話を聞ける、そういった風通しの良い組織

を作っていくということが一番大事じゃないかなというふうに思っております。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） すいません、引きずり出してすいませんでした。どうしても、よければ

県職員の先ほどのお話をしましたので、県職員上がりの副町長にお話を伺いたいと思っておりま

す。ありがたい配慮でございます。 

 しかしながら、今まで話した病気のこととか、そういうこと、暗い話というか、今からいい方

向に向けて取り組んでいただいてもらいたいんですけれども、一つ私、素晴らしいと感じたこと

が一つ見つけました。 

 昨年６月の定例会で、町長就任の所信のあいさつの中で、女性の登用を進め、男女共同参画社

会づくりを目指しますと述べられているんですね。私は、これはもう非常に現代にマッチした素

晴らしいことじゃないかと思いました。そして、先の人事異動で、幹部職員に女性の登用をなさ

いました。登用された職員に心情をお聞きしたいところですけども、お恥ずかしいと察しますの

でやめておきます。 

 女性は出産、育児で休まなくてはならないことが多いですね。２年だったり、私の友だちなん

かは、20代の時に３人産んで、30代で２人産んで、それも二つ飛びずつなので、ほぼ10年、山鹿

市役所の職員ですけども行ってないんですよね。それぐらいその休んでる。休んでると言ったら

いけんですけどね。ありがたいことですよね。結局５人子どもがいるんですから、これは少子化

に逆行して、とてもいいことだと私は思っております。 

 女性はなかなか出世ができないなんて言われて、それはもう不平等でしかないんですよね。男

性、女性はもう関係ない今世の中で、私は女性の登用をどんどんしてほしいと思います。それと

同時にまた、年功序列、これはもう一般的な公務員の社会では当たり前というか、そういう感じ

ですよね。ですけども、意外とこの町の職員の中にも、30代とか20代の中にもいますけども、有

能な人材、また、この和水町をおれはこうしたいんだって、飲み方なんかの時に、とても思いを

語られる素晴らしい青年とかいるんですよね。そういう若い職員でも出世できるような公務員改

革というか、そういうことにも少し頑張っていただきたいと、そのように思います。 

 では、次の質問に移ります。２、和水町のインバウンド政策について。３月の定例会に提出さ

れた平成31年度一般会計予算において、熊本県北観光協議会負担金として156万3,000円が計上さ

れました。この協議会には、本町から誰が参加し、どういう活動をしているのかお答えいただき

たいと思います。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 
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 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 和水町のインバウンド政策についてという質問でございます。３月定例

会に提出された平成31年度一般会計予算において、熊本県北観光協議会負担金として156万3,000

円が計上されたと。この協議会に、本町から誰が参加し、どういう活動をしているかという質問

でございます。 

 和水町のインバウンド政策につきましては、第二次まちづくり総合計画基本目標３の活気あふ

れる個性豊かなまちとして、観光の振興につきまして、海外からの観光客の増加も見据えて、菊

池川流域の地域全体で広域観光連携の体制強化を図るとともに、本町独自の地域資源と、各周辺

自治体の資源をつなぐ地域ストーリーを構築し、地域発信型の観光振興を進め、新たな観光客の

誘致を図ることとしております。 

 熊本県北観光協議会は、菊池市、山鹿市、玉名市、和水町の観光担当課長及び熊本県北広域本

部、玉名、鹿本地域振興局の総務振興課長で構成をしています。また、実務的な課題等を検討す

るために、観光担当係長等で構成する幹事会を設けており、協議会の運営を補助するように組織

されています。 

 白木議員の、この協議会に誰が参加し、どういう活動をしているかという質問につきましては、

協議会には商工観光課長、幹事会に観光係長と担当者が参加しているところでございます。活動

内容につきましては、それぞれ担当課長から答弁をさせます。 

○議長（蒲池恭一君） 

 商工観光課長 大山君 

○商工観光課長（大山和説君） それでは、白木議員の御質問にお答えいたします。 

 活動の内容につきましてですが、簡単に申し上げたいと思います。海外誘客事業としまして、

大きな柱が２本ございます。一つ目に、インバウンド推進のための二次アクセス強化業務という

ことで、主には、この関係する市、町の中で、阿蘇熊本空港から県北４市町を結び無料シャトル

バスの試験運行を実施しております。 

 それから二つ目ですが、県北インバウンド推進業務でありまして、物産品の販路拡大に向けた

バイヤーの招聘等を行い、国内でのインバウンド施設におきまして、商品等のテスト販売を行っ

ているという状況でございます。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） 熊本県のホームページに、県内の地域再生計画の一覧というものがあり

まして、和水町では平成26年６月27日に、農商工観光連携、健康でおいしい六次産業化による雇

用創出プロジェクトが認定されたのを機に、その後、６件の地域再生計画、このちょっとダウン

ロードしたんですけど、こういうやつがいっぱいあるんですね。あります。地方創生推進交付金

により、熊本県内では195の事業が認定されておりまして、和水町からこの出ている計画書を熟読

しましたけども、どの計画書を見ても、達成状況の評価とか、検証結果を公表するとホームペー
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ジでするようになっております。このインバウンド推進事業も例外ではなくて、毎年６月、熊本

県北観光協議会において、事業の成果を検証、その後、各市町の総合戦略推進会議等において、

数値目標をもとに実施した事業の効果を検証、必要に応じ計画の見直しを行うと。毎年度、検証

後速やかに４市町のホームページで公表すると書いてあるんですね、どの事業もそうです。どこ

の町のもそうです。書いてあります。 

 私が探し出せなかっただけかもしれませんけども、ホームページを見ても公表はされておりま

せん。山鹿も玉名も和水町も。これはインバウンドに関してですよ。ほかのことで書いてあると

ころもありましたけどね、ＫＰＩだのなんだの書いてあるところはありました。でも、これって

国に出された書類なんですよね。私これ、内閣府からダウンロードしたやつですから。国に出さ

れた書類なんですよ。 

 普通、私たちが書類を町に提出するときとか、不備があったらまず返されますよね。なんねこ

らって。これは印鑑の押しとっとこの違うとか。名前の違うとか。それなのにですね、やりもし

ないこと、そのホームページに公表するとか、これは後で嘘がばれたら、これは詐欺ですよ。国

に出しとるやつですから。これはお金をとるためだけんって何でもしていいっていうわけじゃな

いんですよね。こんなお粗末でいいのかなと思います。ちょっとそこらへんを御説明ください。 

○議長（蒲池恭一君） 

 商工観光課長 大山君 

○商工観光課長（大山和説君） 白木議員の御質問にお答えいたします。 

 議員が仰るとおり、この熊本県北インバウンド推進事業の計画では、毎年度、検証後速やかに

町の、関係する４市町のホームページで公表するということになっております。私もこういった

内容を再度確認しまして、今後、事務局のほうにも確認をして、早急に公表できるように対処し

ていきたいと思っております。以上でございます。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） 平成28年３月に発行された和水町まち、ひと、しごと創生総合戦略によ

ると、他市町との広域観光連携とインバウンド強化という所がありまして、都市圏でのプロモー

ション活動等は自治体間で連携して行ったほうが、包括的かつ効果的であるため、他市町と連携

した広域観光ネットワークを形成することで周遊性を高め、観光客の増加や観光消費拡大を図り

ます。加えて、これからは外国人観光客も視野に入れ、インバウンド強化についても連携強化を

図りますというふうに書いてあるんですね。 

 ということは、もうこの28年の時点で、インバウンドに力を入れるというふうにもう町で決定

しとるわけですよね。その本町でどれだけインバウンド強化をされるつもりであるかはちょっと

わかりませんけども、もうこの和水町からこの156万3,000円とか、結構その金額で言うなら、よ

その町よりも小さい金額ですよ、和水町なんていうのは。市よりも半分で済んどっとだけんです

ね。でも、これはお金を出す以上はしっかりとやってもらわなくちゃ困っと思います。だけん、
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実績が伴うこの事業展開を本当にしていただきたいと思います。どうでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） インバウンドについてたい、しとるとこがあったい。外国人が来て。そ

れも含めるとやないと。 

 商工観光課長 大山君 

○商工観光課長（大山和説君） このインバウンド関係につきましてですけれども、先ほど内容

申し上げましたシャトルバスの話とか、それから、海外へ向けてのプロモーション活動、こうい

ったものを実際やってきております。 

 それから、この費用対効果というふうな話になろうかと思いますが、今後に向けた、外に向け

たプロモーション活動をする中で、町内にいかに海外からのお客さんを集客していくかというと

ころにかかってくるかと思っておりますので、昨年度実施した中でも、新しい今年度、また平行

して継続して行っていきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） それでは、もう次の質問に移ります。 

 ３、和水町の広報ＰＲについて。１、和水町のホームページの平均閲覧数と、金栗四三ミュー

ジアムなどの開館によって閲覧者の増加はあったか。２、ホームページ委託料は適正か、お答え

ください。 

○議長（蒲池恭一君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） ただ今、２点の質問について質問したいということでございますが、質

問事項の３、和水町の広報ＰＲについての閲覧数と委託料ですが、まず、和水町のホームページ

の閲覧数は、平成29年までは年々増加し、30万件ほどの閲覧数となっております。平成30年度は

金栗四三ミュージアム等の開館と和水町の観光及び行政情報ページを容易に閲覧できるように、

オープニングページの導入を図ったことによって13万件ほど増加し、43万件の閲覧数となってお

ります。 

 その他、詳細な内容及び委託料につきましては、担当課長より答弁をいたします。 

○議長（蒲池恭一君） 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 白木議員の質問にお答えいたします。 

 まず、和水町のホームページの閲覧数ですけど、今、町長から答弁がありましたように、ホー

ムページには様々なカテゴリーがありますが、トップページのアクセス数を報告しますと、平成

29年度が29万7,154件、１日平均でいきますと814件となっております。月平均が２万4,763件。こ

れが30年度は、年間で総数が43万3,917件、１日平均で1,189件、月の平均で３万6,160件と、年間

総数では13万6,763件増加をしております。これは金栗四三のミュージアム等の開館が影響されて

ると思っております。 
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 また、ホームページのカテゴリーのほうがいろいろ分かれておりますので、一番情報が見られ

ているカテゴリーとしましては、観光情報等のイベントカレンダーの項目が最多のアクセス数と

なっております。 

 続きまして、委託料につきましてお答えいたします。当初予算の計上時に御説明したとおり、

公式ホームページ管理業務全体では、494万6,000円計上しております。そのうち、通常のホーム

ページのシステム使用料としましては、ホームページの管理と施設、予約管理システム、これを

含めまして年間の172万6,560円となっております。 

 このホームページの使用につきまして、他の自治体と比較してみますと、まず、ほかの自治体

におきましては、サーバーのほうが共有サーバーというのを使われております。その容量が30ギ

ガ程度で、契約が主流で行われておりますが、和水町のほうはインターネットを活用したクラウ

ドサーバーということを活用しておりまして、容量のほうが100ギガバイト、いうならば、通常の

ほかの自治体と３倍程度の容量を持っております。 

 金額だけで見ますと割高と思うような予算計上になっておりますが、和水町のホームページで

は、ほかの自治体にない施設の予約システム、また、ほかの町の施設でありますきくすい荘や町

立病院のホームページのほうにも簡単にアクセスできるような対応がありまして、この大きなク

ラウドサーバーを活用することによりまして、急なアクセスの集中や負荷をかけずに対応が可能

でありまして、セキュリティーに対しても高いレベルのほうを維持をしております。また、容量

も100ありますので、年度途中での緊急な費用負担等も今のところはないように十分できておりま

す。これが町が示した仕様書の内容に基づく契約として、今、委託料のほうは支払っております。

以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） ちょっと質問を。町長は本町のホームページを御覧になられることはあ

るんでしょうか。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） はい。時々ございます。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） 私はですね、ほかの自治体の情報を得るとき、まずは各自治体のホーム

ページを最初に閲覧しますね。各自治体、大変御苦労されてホームページの運営に当たっておら

れます。和水町も大変素晴らしいホームページだと思っております。特色あるまちづくりを紹介

してある町、桜の花をどーんと載せたような、素晴らしい観光をトップページにした町とか、い

ろいろ多種多様でございます。 

 私が一般質問を考えるときも、よその町と必ず比較をします。よその町がどういう感じかなと。

玉名市に至っては、情報公開率が90何％だったですか、ちょっとわかりませんけれども、それぐ
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らい情報をいっぱい出してくれます。なんですかね、金栗四三ミュージアムとか生家記念館に来

られるお客さんも、大体その、先ほどの数字が上がってますように、ホームページなどを見てか

ら、下調べをして、あ、こういうとこなら行ってみようかとか、そういうことだと思います。現

代のネットの社会では、もう物産品なんかは、ネットで頼めばすぐ来ます。 

 先ほどのインバウンドの件、質問しましたけども、内閣府のホームページに行けばすぐダウン

ロードできる。そんな調べたいことなんかもすぐ見つかる、そんな時代ですよね。それがすべて

私はいいとは思いませんけれども、このホームページというのは、間違いなく町の顔なんですね。

それを見て、来るか来ないか、そこの一番始まりのところはホームページなんですよ。 

 先ほど出しましたこの戦略の中にも書いてありまして、和水町の魅力づくりの推進の所で、Ｐ

Ｒ強化についてこう書いてあります。本町へ移住してもらうためには、まず和水町を知ってもら

うことが必要です。そのため、町外の方との主要な接点となる町のホームページについて、ＳＮ

Ｓを活用し、活性化を図りますと。こういうふうにうたってある。そもそもこの、和水町のホー

ムページは、町民へのお知らせがメインなのか、それとも町外の方への観光ページがメインなの

かお答えください。 

○議長（蒲池恭一君） 

 まちづくり推進課長 石原君 

○まちづくり推進課長（石原康司君） 町のホームページとしまして、町内町外に限らず、今、

議員が仰ったとおり、世界に発信するということを考えますと、すべての人に発信するつもりで

ホームページのほうは作成している、運営をしているところです。以上です。 

○議長（蒲池恭一君） 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） ま、両方メインというか、そういう感じだと受け取りました。先ほど、

委託料についてありました和水町は142万4,000円だったですかね。よその町をちょっと、５月29

日にいろいろ調べさせていただきました。直接行って、総務課に行ってですね、いくらだと予算

書を見せてもらいまして、玉名市なんかは120万でできてるんですね。ホームページの委託料が。

南関町に至っては66万。１年で。有明広域が141万3,000円。南関町の場合は、メインが町内の方

向けなんですね。だから、観光ページというのはほとんど載っていません。和水町では、もうア

クセシビリティなんか今度料金上げてありますけども、南関町ではそのアクセシビリティについ

ても考えていないということで返答をいただきました。 

 もしメインが町内の方のメインだったら、アクセシビリティなんかしなくていいじゃないか、

いいじゃないかというとまたおかしいですけども、そこまでお金をかける必要があるのかと。で

も、法律でそういうふうになってるからですね、障がい者の方にちゃんと見えるようにするとい

うのは、法律で決まってますから、これはしなくちゃいけませんけども、こんな安い金額ででき

るんだったら、この今の和水町の金額は高過ぎるんじゃないかと。実際、玉名市も120万、そして

アクセシビリティが今回70万出してあったので、190万でできてるんですね。190万で両方ですよ。
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和水町は一つの保守点検で172万、アクセシビリティがどしこやったですかね、100何十万ですね。

ちゅうことは、それだけで300万ぐらいなっとっとですよね。そこはへんはちょっとようと調べて

もらってですね、もし可能ならば、次の更新でちゃんとした入札というか、安いほう、安いほう

と言っても質が下がれば意味がないとですよね。質がちゃんと保てて、よその町と比較するとど

うしてもいけませんけれども、ぱっと目を引くような、そういうホームページづくりをしてもら

いたいと思うんですね。 

 そして、町外の方がメインっていうことが、もし答えが返ってきたならば、私はこの前、５月

の連休明けに２泊３日で市町村アカデミーに行かせていただきまして、その時、一人パソコンの

上手な方がおられて、パワーポイントで資料制作をしてもらったんですね。その中で、各市町村

集まってますから、６市町、一番のメインの祭りをパワーポイントに載せようじゃないかとなり

まして、私、顕彰会、国衆一揆の顕彰会に入ってますので、これは祭りを載せたいというふうに

思いまして、じゃ、祭りばちょっと私が見せてあげますという感じで、ホームページに出して。

そしたら、お知らせ欄にずっとこう、いつも載ってたなと思って見たらですね、２月の戦国肥後

国衆祭りの開催についてが載ってないんですよね。こんな無様なことってないですよね。その１

年前はちゃんと肥後国衆祭りの開催なんてのは載ってたんですけども、こういうことじゃ、ちょ

っとホームページも疑わしくなっちゃいますよね。 

 これからの地方自治体のホームページというのは、攻めのページにする時代なんていうふうに

よく言われてりおります。更新が早くて、もう観光の写真をいっぱい載せて、ほかのページでも

いいですから行けるようにして、町の名勝、祭りの写真、もういっぱい掲載してあるような自治

体、そういう所はやっぱりアクセス数が多いそうなんですね。個人的な意見ですけども、玉名市、

山鹿市は和水町よりもちょっと上かなと、すいませんけど、私個人的には思ってしまいます。 

 先ほども申し上げましたけども、ホームページはもう町の顔、これはもう間違いないことです

ので、これから移住定住を考えている方向けにホームページをちゃんと良くするというふうに書

いてあるんで、移住定住って言うのは簡単なんですよね。移住定住、移住定住って言えばいいだ

けですよ。でも、それに移住定住をしてもらうためには涙ぐましい努力をしなくちゃいけないわ

けですよね、皆さん。そのために何十万、補助金、家を解くため、さっき言われてましたけど、

そういうのに補助金何十万。もうお金をいっぱい町から出さなくちゃいけないんですよね。だけ

ん、簡単なことじゃないんです。 

 だから、移住定住を私はそう簡単に言いませんけども、そのホームページを見られる方が、い

ろんな方がおられますよね、移住定住だけじゃなくて、いい温泉はないかな、三加和温泉郷につ

いてもホームページは載っておりますし、大変かもしれませんけれども、ぬかりない運営をまち

課のほうにはお願いしたいと。そして、先ほど申しました委託料の件につきましても、ちゃんと

お考えしていただきたいと思います。 

 それから、ちょっと話は変わりますけども、一時期話題になりましたけども、佐賀県の武雄市

は市の情報をフェイスブックでアップされております。また、お隣の山鹿市の市長さんは、毎日
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ブログというか日記を書いておられます。毎日私も、毎日は見ませんけど２、３日に１回見て、

こういうことをやっておられるんだなって、たまに写真も載せてありますので、こういうことを

されてますなというふうに見ております。 

 本町でも地域おこし協力隊の何々君だったか、ちょっとわかりませんけど、隊員の方がツイッ

ターで町の情報ですとか活動、こういう、来られてるかちょっとわかりませんけども、この前は

ひまわりの種がどうとかとか、そういうふうなことをいつも上げられております。私ももう、和

水町っていうふうにツイッターで必ず毎日検索します。ツイッターで出ている。だから、大体そ

の協力隊の方のつがぽんと出てきます。それを楽しみに見させてもらっております。 

 これはもう私の提案なんですけども、町長もＳＮＳをされたらどうでしょうか。人気が出るか

どうかは別ですよ、それはわかりません。でも、私は間違いなく見ます。職員の方でもフェイス

ブックなんかやられている方は結構おられます。町長は70超えてもお友達申請をするとか、それ

も面白いかと思います。私はファンですから見ますので、是非よければ検討していただきたいと

思いますけどどうでしょうか。 

○議長（蒲池恭一君） 答弁を求めます。 

 町長 髙巢君 

○町長（髙巢泰 君） 今、白木議員から御提案がありました件、今、時代はまさにＳＮＳの時

代で、これなくして情報はなかなかとれないというような、もうこれに載せればどんどん拡散し

ていって、いろいろな情報が発信できる。また、それを見て、やっぱ和水町にも来ていただいて

いるのが相当あるように、私も何で調べましたかって、まずそこに行く時にはホームページあた

りを開いて、その情報、予備知識を十分とって行っておられるようですので、これは間違いなく、

今それが主体になってことは動いていると。いちいち紙に書いたやつをばらまくということじゃ

なくて、情報を送り出して、それがどんどん拡散して、しかもこれは世界中にあっと言う間に届

くわけですから、こんな素晴らしい情報網はないと思います。 

 そういったことで、是非町長もそれをやったらどうかということでございますが、私、ほかに

も何回となくＳＮＳのやり方、もう少し勉強しなっせって言われました。なかなかそのへんが、

そっちのほう疎いもんですから、よかねっていうことはもうわかっております。これができたら

いいねって、もう少しパソコンあたりもどんどん使えたらいいねって。そしたらもっと楽しかろ

うと。また、情報もどんどんとれるしですね。情報とるぐらいはすぐわかりますけれども、しか

し、いろいろ例えば文章も、言うならば、文章作るにしても、いろいろ取り入れて面白くしてい

く、貼り付けたりとかほかのやつをくっつけたりとか、いろいろできればもっと楽しかろうと思

います。 

 残念ながら、今、文章作るのが正直精一杯な状況です。ＳＮＳという中身をもっと知りたいと。

しかし、情報が、さっき白木議員が言われたように、開けて見て、なかったはもうこれはまずア

ウトだと思いますね。やっぱり新しい情報を次から次に入れていくと。発信していくということ

は大事ですね。いつまでも何カ月前んとがいつまんでん残っとったっちゃ話にならんと思います
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ので、やっぱりそこは私たちは、すべてが全職員一丸となって、あらゆる情報をとって、また、

あらゆる情報をどんどん入れ込んでいく、そういうことが、今我々がもっと考えにゃいかんとじ

ゃないかなと。情報発信のために。そう思っております。機会があったら、私もやりたいなとい

う思いは持っております。 

○議長（蒲池恭一君） １分だけ。 

 ２番 白木君 

○２番（白木 淳君） 是非ともですね、ＰＲのため、町のためと思って、町長自らフェイスブ

ックを始めたって、私はみんなに発信してもいいぐらいだと思いますので、是非ともお願いした

いと思います。 

 それでは、一般質問を終わらせていただきます。御清聴ありがとうございました。 

○議長（蒲池恭一君） 以上で白木議員の質問を終わります。 

 以上で本日の会議は全部終了いたしました。14日は午前10時から会議を開きます。 

 本日はこれで散会いたします。 

 御起立願います。お疲れさまでした。 

 （お疲れさまでした。） 

 

散会 午後３時47分 

 

 

 

 


